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丹沢大山自然再生委員会の

活動
一市民参加から協働ヘ-

丹沢大山自然再生委員会委員長
〔自宅〕 干248-0033鎌倉市腰越5-9-46

Tel & Fax 
E-mail : ykonohira@yahoo.co.jp 

森林計画学を信州大学，東京農工大学，日本大学で教える。
その間，二ユ ジーランド森林研究所研究員，ワシントン大
学，メルボルン大学訪問教授，圏内では林政審議会会長，日
本林学会会長を務める。著書に「森林科学J，I流域環境の保
全J，I森林GIS入門」 など。日本農学賞，日本林学会賞，林
業技術奨励賞を受賞。京都大学$業，農学博士 (名古屋大学)。
現在は神奈川県森林審議会会長など地域で活動。国有林の森
林調査からの現場叩き上げ技術者(のつもり)。
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行政が行う事業を市民が反対するのが自然保護運動であったごとは古い記憶になって

しまった。今は市民参加と合意形成を標傍する行政の仕事と話し合いを重視するボランデ

ィア団体の活動が盛んになり社会に定着してきた。さらに協働という概念が広がっている。

官と民がどのように協力して自然環境を守るかについて 丹沢大山自然再生委員会での活

動体験を通して述べてみる。

ごれまで私は市民活動による環境保全に関心はあったが傍観者として論評する立場に
とど

留まっていた。現在は活動現場の真ん中にあって さまざまな憲男の人々と 緒に日々の

課題に直面して，理屈ではなく手足を使いどうすべきかに取り組んでいる。実践での戸惑

いと期待との中から「市民参加から協働へ」の考え方を整理してみたい。

舞台は神奈川県の 10万haを超える丹沢山地であり，そとでは二人の“主演"が登場

して話が展開する。 人は神奈川県であり，もう 人は丹沢大山自然再生委員会である。

話の前半は事実であるが，後半は私の意見であり希望でもある。

.荒れていく丹沢の自然環境
横浜から見えるほど近くにありながら，丹沢は険しい山々を渓流が深く刻み，野生の動

物 ・植物が豊かである。日帰りができるが，かなり強い脚力がいる。里山散策からクサリ

場のある登山，シ力や野罵に四季の花と素朴な温泉や史跡も多い。人の手の入らない自然
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が顕在化している。それらはニホンシカの過密化（写真①），ブナ老木の枯死（写真②），

植林地の手入れ放棄（写真③），渓流生態系の荒廃，希少種の絶滅，外来種の増加，登山

客のオーバーユース，地域社会の低迷，の八つに端的に現れている。その原因には人間社

会の変化と深いかかわりがある。1950年代の燃料革命，1960年代の高度経済成長と拡大

造林，1970年代の山ろく周辺の都市化と農山村人口の流出，大気汚染，1980年代以降の

森林管理の放棄，水源林施設や登山ブ－ムなどである。隣接する東京・横浜の大きな都市

社会の負の影響を強く受けている。

　自然再生活動の舞台となる丹沢は二つの社会的な問題を抱えている。一つは利害関係

者の多くが都市住民であり，意識の上では関心が高いが日常の暮らしには遠い存在であ

ることだ。守るべき大切な自然環境として県民 900万人の気持ちは一致している。行政

も NPOも地元住民も共通する意識を持っている。しかし，切実感に欠ける。なくてはな

らしい自然が多くの丹沢ファンを呼んでいる。

昔ここを訪れた読者の思い出は「深く，暗く，

静かな山」であったと思う。この自然が，今

ひどく荒れている。1980年代から生態系の

異変が始まり，地域の自然の荒廃は徐々に，

しかし，着実に進み，現在はさまざまな現象

▲

写真①　過密になり飢えたニホンシカ
　もともとの棲みかであった山ろくが住宅地になり山へ追われ
た。植林地に下草が豊かだった時代が終わるとササなどを求め
て尾根へ移る。個体数が増えて草やかん木を食べ尽くすと飢餓
状態に陥り樹皮も食べる。登山路から異様な「緑の草原」が目
につくがシカの食べない不嗜好性の植物の集まりである。登山
者を和ますかわいいシカの姿からは想像しにくいが，丹沢の生
態系は著しくゆがんでいる。

▲

写真③　手入れされない人工林と土壌流出
　1960年代の拡大造林により植栽された人工林では長らく間
伐が行われていない。所有地の境界がわからず誰のものかもわ
からない。林内は暗く下草やかん木は見えない。土壌が流れ出
して溝が深く掘れている。根が浮いていて痛々しく，そして気
味が悪い。土を失った土地は不毛の死の世界であり森は再生で
きない。

▲写真②　ブナ老木の枯死
　かつては尾根を覆っていたブナの原生林の老木が集団で枯れ
始めた。病状は東から西へ進んでいる。まず，葉が落ち，しだ
いに枝が少なくなり，やがて幹だけの白骨林となる。原生林を
期待する登山客は失望する。大気汚染，虫害，土壌の乾燥など
が原因として挙げられる。稚樹などの後継者がないのでこのま
までは当分は更新されない。自然に放置するか人手をかけるか
について読者から意見をいただきたい。
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らないが気づきにくい社会的共通資本としての性格が強い。社会的共通資本とは，人間が

人間らしく生きていくために必要なものであり大気や森林などの自然資本，道路や水道な

どの社会資本，そして教育や医療などの制度であり，すべての人が利用できなければなら

ない。もう一つの問題は，小規模な私有林が多く，30年生前後の立木が育ち将来は販売

できるかもしれない植林地が多いことである。農林業を生業とした過去を引きずりながら，

今は山の手入れが放棄され，所有地の境界がわからないという現実がある。森林に期待す

る役割と社会体制の変化の中で，誰がどのようにしてこの自然再生の課題を担うかが端的

に問われている場所である。

●丹沢再生のための総合調査―成功した市民参加事業

　このような丹沢の荒廃に対応するために 2004年～ 2005年の 2年間に地域の社会問題

と自然環境の問題を含めた総合調査を神奈川県が企画した。県民参加を標榜して，県民で

構成される「実行委員会」によって調査が進められた。調査項目は生き物，水と土，地域

再生，情報整備に大別されて，さらに 32の小項目に細分された。参加者は 500名を超え

る大規模なものとなった。この調査の成果は学術報告となり，さらに，これからの再生事

業のシナリオとして県知事に提案され，2007年から始まった神奈川県丹沢自然再生計画

として実を結んだ。実行委員会の組織と運営の仕組みを図①に示す。

　実行委員会には企画部会と広報部会とが設けられて調査の筋書きを作り県民への PRを
進めた。調査を実施するのは調査団であり，委員会運営や調査を支援するのは事務局で

ある。事務局は神奈川県職員が担当したが，それ以外は県庁外の NPO，企業，マスコミ，

市町村，関連団体からの代表者，林家，研究者などであった。公募により参加した NPO
の自主調査も行われた。専門的な調査は県試験研究機関，博物館，コンサルタント，大学

の研究者が担当した。テ－マによっては県と専門組織の間で委託契約が結ばれた。調査

項目も調査員も多いことはすでに述べたが，華やかなパンフレット，のぼり旗，ポスタ

ー，新聞の連載記事，講演会などの県民への PR活動が広く繰り広げられた。データベー

ス「e-tanzawa」や「アトラス丹沢」は内容が豊富で美しく楽しい地図であり，また，古

い資料も収集され展覧会として公開された。この実行委員会の活動を支えたのは事務局役

の神奈川県緑政課と自然環境保全センターである。保全センターとは研究と普及，自然公

園と県有林の管理などを担う県の技術者集団であり，行政の企画と現場の調査とを調整し

て県民参加の成果を上げるのに大きな役割を果たした。この調査は行政が発案し県民が参

▲図①　総合調査の実行委員会の構成
　実行委員会は調査を設計し，広報と県
民参加を進める中核機関である。委員
はNPOから 9名，マスコミ 4，企業 4，
関係団体 7，研究者 7，神奈川県 6，国
3で構成されている。調査の実施，解析，
報告は調査団で主に研究者である。企画
と財政を含めて事務局は県が担当した。
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加して素晴らしい結果を得た市民参加の優れたモデルであるといえる。

　さて，この実行委員会方式による調査の功罪を市民参加の視点でまとめてみる。調査

の役割を一般化して要約すると，①企画は行政，②運営は市民，③調査は市民，④結果の

分析・報告は市民，⑤事務局・予算は行政となる。これはトップダウン型市民参加あるい

はプログラム化された市民参加といえる。この体制の特徴は企画者により目的が設定され，

仕事の全体がいくつかの部分に分割されて，その部分の担当者の責任が明確なことである。

部分を担当する市民はやるべき仕事の目標，期日，予算が与えられ，その範囲内で思い切

り活躍し責任を果たすことができる。与えられる範囲では自主性が保証され，さらにほか

の部分との調整・合意の手続きやロジスティック（後方支援）の煩わしさから解放される。

企画者は全体を体系的にきちっと分割することと後方支援を果たすことにより目的を達成

できる。さらに両者には調査実践を通して仲間意識が芽生え，信頼感が育つ。室内での議

論では得られない良い点である。

　丹沢の場合は神奈川県の優れた企画力と労を厭わないロジスティック，そして多くの県

民の積極的な参加と両者の間に生まれた信頼関係に支えられた県民参加事業であったとい

える。

　一方，このトップダウン型で，プログラム化された市民参加事業には大きな欠点が潜
ひそ

む。

市民は「お釈
しゃ

迦
か

様
さま

の手のひらの上で暴れまわる孫
そん

悟
ご

空
くう

」に陥りやすいからである。疑問や

批判の心を失う。内発的なきっかけではないから熱意が続かない。手段の目的化が起こる。

長い時間で見ると市民活動の進展は停滞すると思う。与えられる企画を待ち，後方支援を

待ち，居心地の良さに任せて自立しなくなるからである。市民参加の次の段階である協働

へのブレークスルー（飛躍）が起こらないからである。

　行政にとっては堅実で進んだ方法ではあるが，せっかくの努力にもかかわらず陳
ちん

腐
ぷ

な成

果に終わりかねない。市民参加が潜在的に持つ大きなメリットを十分に生かしきれないか

らである。行政にとって市民参加とは何か，形だけではなく，どのような意義を見いだす

かを考えなければならない。

●自然再生委員会の設立―新しい官民協働の組織

　総合調査の成果は神奈川県の再生事業に引き継がれた。そこでの大きな特徴は自然再生

委員会の設立である。趣旨は「国，県，市町村，民間団体，企業，県民が参加し，自然環

境の保全と再生の全体構想を策定し，専門的に問題を検討し，モニタリングや解析を行う。

県民の参加を促し，普及啓発し，企業，NPOからの資金調達，広範な参加型管理，順応

型管理，統合的・流域一貫の管理を推進する」と文章化された。しかし，運営の実際の方

法は新たな再生委員に委
ゆだ

ねられた。

　委員会のこの理念は自然再生推進法（2002年）に沿ったものである。この法律は協働

時代の幕明けといわれ，市民と行政が対等な立場で参加し，円卓の場で自然再生の全体構

想を作ることと，地域住民や NPO・市民を事業の担い手と考えた最初のものである。釧

路や知床など全国で試行の段階である。しかし，私たちは手探りでも自分自身で考え，地

域の実情に合わせて作ることにした。今は法律に基づく組織ではない。

　委員会の構成をスケッチしてみる。委員は全体で 43名で学識者，NPO，マスコミ，企業，

関係団体，行政（国，県，市町村）の代表者である。内部組織として幹事会，計画・評価
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専門部会，県民事業専門部会，事務局がある（図②）。

　計画・評価部会は事業の計画と実際の進み具合いを見て，必要なら計画内容を修正する

順応的管理を進めるエンジンである。県民部会は PRして県民の参加意識を高めるエンジ

ンであり，さらに会員の NPO活動を支援したり独自の企画を進める所である。このよう

に委員会の目的，組織，会員，運営規定などの形は整っている。財政は企業協賛金，会費，

助成金を含めての基盤づくりの最中であり，大きな課題となっている。事務局は暫定的に

▲図②　自然再生委員会の構成
　委員は学識者 9，NPO10，マスコミ 4，企業 3，関係団体 7，
行政（国，県，市町村）10の 43 名である。
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は県が担っているが，ささやかな独自のものを立ち上げたところである。委員会は 2006
年の秋に発足し，それまでの総合調査の実行委員会のメンバーが横滑りして 1年がたっ

た。この横滑りは新しい委員会の苦難の道の始まりである。協働への理念は高く夢は大き

いが，現場での実践はこれからである。

●再生委員会の性格―市民参加と協働についての私見

　自然環境問題への市民参加の歴史は日本では 30年になるが，内容により四つの段階に

分けられる。

　（1）作業参加：行政などが準備した保全活動である植林や保育作業に市民が参加する。

　（2）計画参加：開発や保護の計画段階で市民が意見を述べ理解を深めて合意を導く。

　（3）決定参加：代替案の中から最終案を決定する場面に市民が参加する。

　（4）実行参加：保護や修復などの事業を主体的に行う。

　作業参加は最初にあり，最も参加しやすく，最も責任は軽い。最も楽しいが，しかし，

最も重要な段階である。現地での作業体験は森や川の実態を知ることができるからで本や

室内学習より，はるかに楽しい。現在はこの段階の参加が多い。これに対して計画参加に

は参加する側にも参加を受け入れる側にもかなりの準備が必要であり抵抗感がある。参加

するには問題の理解，意見，そして協調のための実力が必要となる。受け入れる側には説

明する能力，高い専門知識，先を予知する能力が求められる。さらに同じ立場で話し合え

る「寛容」な気持ちになる自覚が必要である。特に行政担当者にとっては発想の転換が求

められる。しかし，長い間に生じた権限やテリトリーの意識を払拭することは容易ではな

いであろう。

　決定や実行への参加は協働といえる。対等で自立した立場での協力である。上下ではな

く横並びの関係である。協働とは既存の行政組織では果たせない役割を補完する活動であ

る。他者が持たない能力を備え，しかも，目的を共有し，結果に責任を持つことである。

　さて，この再生委員会には作業参加や計画参加の役割もあるが，基本的な性格は決定と

実行に参加する協働の役割を持つ自立した組織であると考えている。行政の計画づくりや

実行結果のモニタリングは行政の仕事の下請けとしての分担ではなく，独自の判断でもっ

て進める再生事業そのものである。自立性があることにより存在価値が社会で認知される。

官庁のパラサイト的な団体では将来は暗い。

●再生委員会の現状―委員長の反省

　さて，発足して 1年目の時点で委員会について次のことを振り返ってみる。

　（1）会員がこの委員会の性格をどのように考えているか。

　（2）再生事業の実行主体としての運営能力が備わっているか，特に財政や事務局など組

織の基盤をどのように作るか。

　（3）生みの親である神奈川県と委員会との将来の関係はどうあるべきか。

　現在の委員は，すでに述べたが神奈川県が行った調査の実行委員会からの横滑りであり，

新しい再生委員会の性格を十分には理解しないままの惰
だ

性
せい

的な参加という面がある。確か

に丹沢の調査と再生事業とは直結しているが，前者は県が企画した事業への参加であり，

後者は自立した新しい役割を自分で作る組織である。性格の全く異なる委員会であると気
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づかずに進むと，「そんなつもりではなかった」との気持ちが出てきて議論は冷めてしまう。

他人が作った組織であればその内容を見て参加するか否かを決めればよい。しかし，自分

で作る組織は参加してから後に内容を議論することになる。再生委員会は新しく生まれた

組織であるから今後の内部での議論と合意と説明が欠かせない。プログラム化された参加

の欠点を先に述べたが，与えられる課題と支えられる態勢に慣れすぎて縦型社会での生き

方が上手になり，横型社会での生き方には慣れていない私自身の弱みを感じている。

　実行主体としての委員会の運営能力については，NPOや法人からの代表者と学識者で

構成されるので議論は活発であっても散漫になり収
しゅうれん

斂しない。審議の機関となりがちであ

る。議論の素材となる原案の企画力が弱く，議論の結果を取りまとめる集約力が弱い。新

しい創意と素早い決断が求められる市民組織の良さが発揮できない。会議が多くなりがち

で出席者に徒労感がたまる。やる気は萎
な

える。今は運営能力を高める工夫が必要であり，

これを乗り越えている先輩の市民活動から学ばなければならない。資金獲得には日々の努

力が基本であり，人頼みの補助金・助成金だけによる市民活動は伸びないと思う。官庁の

委託事業を財源にする場合もあろうが限度がある。事務局を持ち，優れた事務局員を育て，

運営能力を高めることは絶対に必要である。活動についての意思決定では現場の担当者を

中心にしたボトムアップの流れと自主性が大切である。

　神奈川県と再生委員会との関係については先に述べたが，委員会の委員と県職員は総合

調査と再生計画を一緒に取り組んだ仲間であり，丹沢再生への共通の思いと信頼感がある。

そして双方にとって将来とも再生事業を進めるのに重要なパートナーであり，そうあって

ほしいと期待している。しかし，委員会の仕事は県職員の仕事ではない。県職員の行政の

仕事は委員会の仕事ではない。協力には限界があり，信頼は続くとはかぎらない。協働が

実質化することにより，そして双方にとって役に立つ組織であることにより，絆
きずな

は強まる

であろう。

●協働への期待
　行政と市民の協働とはどのようなものなのかを，私はいつもイメージとして描いている。

私が期待する姿の輪
りん

郭
かく

を箇条的に挙げてみる。

　（1）協働する組織にはどちらにも「実力」がある。特に，一方が持っていない能力があり，

互いを補完できる力がある。

　（2）両者の間には信頼感がある。気分だけではなく組織の運営や問題解決の能力につい

て信頼できる。

　（3）必要なとき，あるいは求められた場合に，互いに協力して一緒に，自立的に仕事に

取り組む。

　（4）そこでは共通の目的意識を持ち，仕事を協力して行うことの意味を理解している。

　（5）仕事の結果に互いに責任を持ち続けて，社会への責任を分かち合う。

　（6）公開された場で仕事を進める。

　行政と市民との協働の事例を述べるつもりで書き始めたが，その目的は達せなかった。

それは，私には実際に協働と呼べるだけの実績がないからである。丹沢大山自然再生委員

会がこれから実際に活動して実績を積み，神奈川らしい方法で協働とは何かを具体的に説

明できるようなりたいと願っている。 〔完〕
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わが校森林・環境コース紹介
　―群馬県立農林大学校

石田敏之
群馬県立農林大学校 農林部 農林業ビジネス学科 森林・環境コース

〒 370-3105 群馬県高崎市箕郷町西明屋 1005 番地
Tel 027-371-3244　Fax 027-371-6968

E-mail：isida-ty@pref.gunma.jp

●沿革

（1）学校の歴史

　群馬県には農業関係指導者養成を目的

とした「農業大学校」（昭和 44 年創立）

と，農業自営者養成を目的とした「農業

経営大学校」（昭和 49 年創立）の 2校が

あり，長い伝統を受け継いで多くの卒業

生を輩出してきました。昭和 58 年 4 月，

新しい時代の実践者養成機関として，こ

の 2校に林業部門を加え，「群馬県立農

林大学校」が発足し，林業部門は「林学

科」としてスタートしました。

（2）森林・環境コースに至るまで

　林学科は，当初農林学部の中に「園芸

学科」「畜産学科」「農産学科」とともに

設置され，林業後継者の育成や本県特産

の生シイタケ栽培技術に力を入れてきま

した。平成 15 年 4 月，従来の林業教育

に加え，森林の持つ多面的機能に関する

教育を充実させるため，林学科を「森林

学科」に変更，さらに平成 19 年度から，

森林，環境を中心とした環境教育にまで

幅を広げ「森林・環境コース」に改編し

ました。現在，本コースは，農林関係の

企業・団体への就職に対応した教育を主

体とする「農林業ビジネス学科」の中に

設置されています（写真①，②）。

今月のテーマ
私たちの大学校を語る

▲写真①　学生寮（手前）と教育棟

▲写真②　森林・環境コース実習風景
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●森林・環境コースの現況

（1）定員

　現在，森林・環境コースの定員は 20 名。毎年十数人の入校生を受け入れているところ

です。平成 19 年度は男子 11 名，女子 4名，計 15 名が入校しました。

（2）カリキュラム

ア）講義科目

　授業は 1日 4時限で行われ，基本的には午前中は講義を，午後は実習を行います。

　講義は，①教養科目，②共通専門科目，③コース専門科目に 3区分され，コース専門科

目は全科目必履修です。本校は「樹木医補養成認定機関」に認定されており，関係する

「樹木医学」を，専門の外来講師により講義しています。平成 19 年度からは「森林情報士」

の資格取得に対応し，森林 GIS ソフトを用いた「森林空間情報学」を開講，平成 20 年度

からは次代の環境政策に対応した「環境

社会学」，森林の新たな活用方法として

期待される健康への効用を解説する「フ

ォレストセラピー論」をそれぞれ開講し

ます。「木材流通加工概論」では教育の

現場を校外に移し，育林の現場から，素

材市場，製材，住宅産業まで木材の流れ

を学習しています。

イ）実習科目

　実習は，20 科目開講され，すべて必

履修となっています。このうち校外学習

は，県西部の富岡市と下仁田町にまたが

る「大桁県有林」を拠点に行う「造林学

実習（植栽）」を皮切りに，群馬の代表

的な自然である「尾瀬」「赤城山」「上州

武尊山」「谷川岳」の森林調査，林野庁

森林技術総合研修所林業機械化センター

や，県環境森林部の協力による高性能林

業機械の操作，森林防災学実習では治山

工事現場の見学や渓流調査，本県特産の

生しいたけ栽培など，森林にかかわる幅

広い分野の実習を行っています（写真③，

④）。

（3）指導方針

　本校は，農林業技術の理論と実践を有

機的に結びつけた教育を実践しており，

加えて社会人として必要な協調性と積極

性を備えた人格形成に取り組んでいます。

▲写真③　校外実習（尾瀬ヶ原）

▲写真④　林業機械実習
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1 年生は全員全寮制とし，規則正しい生活と，責任感のある行動が取れるよう指導してい

ます。特に本コースにおいては，チェンソーや刈払い機，ナタなど危険な器具を使用する

ことや，2カ年で森林に関する一通りの作業ができるよう指導しており，したがって用具

の手入れ，安全確認はもとより，規律ある行動が取れるよう日々注意を払っています。

●学生の気質

（1）入校動機

　本コースに入る学生の動機は多様ですが，平成 19 年度新入生へのアンケートによると，

関東で森林を学べる唯一の短期大学（相当）であることや，樹木医補の認定が受けられる

等が主な動機として見えてきます。農林家の子息はほとんどいませんが，広い視点で見れ

ば彼らも「森林を守る後継者」と言えましょう。入校後の面談や会話の中で，森林に皆関

心があることは十分伝わってきますが，森林に対するイメージが先行している場合が多く，

彼らの気持ちを尊重しつつ，森林・環境の現状を教えることの難しさを感じることがあり

ます。

（2）学園生活

　学生の心情やクラスの雰囲気は，学年

により違いがあります。また，それ以上

に同じ人間が日々変化があるものの，学

園生活を重ねるにつれて大きく成長して

いくことに驚かされます。本校学生は，

全般に社交的で，人前に出ることも臆せ

ず，素直に感情表現ができる学生が多く

見受けられます。体力的にも恵まれた者

が多く，5月に本校で開催される登山マ

ラソン「榛名登山大会」では，毎年上位

に数名入賞し，皆体力のあるところを見

せてくれます（写真⑤）。

　課外生活を見ると，前述したように，

1年生は全員寮生活を送っています。窮

屈な生活だろうと想像してしまいがちで

すが，大多数は寮生活に順応し，原則的

に通学となる 2年生になっても在寮を希

望する学生がほとんどです（写真⑥）。

（3）進路希望・進路実績

　入校した時点で，ほとんどの学生が森

林関係の企業，団体，公務員などの業種

を希望します。職種は単に「森林現場の

作業をやりたい」とか「林業技術職」等

おおざっぱなものでしかありません。1

年生で実習を重ね，2年生にかけて職業

▲写真⑤　榛名登山大会

▲写真⑥　榛の木祭寮行事風景
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体験の「先進農林家等体験学習」に出向くと，森林分野の職業が形となって見え始め，公

務員を目指す者は日々受験対策に励むなど，将来の方向に関して心の整理が進んでいきま

す。

　最近 5カ年の進路状況を表①にまとめてみました。

　卒業生のおおよそ 2/3 は林業関係に就職し，ほかの者も農業関係に多く就職していま

す（表①）。

●地域の中の農林大学校

（1）卒業生の活躍

　本コースの前身である林学科，森林学科の卒業生は，今春卒業生を含め 286 人になりま

す。林業関係の自営は 6人と少数ですが，これまでの卒業生の半数以上が，森林組合や木

材・きのこ・林業機械などの企業，国・地方公務員等森林・林業の各分野で活躍しています。

第 1期生は 40 歳代になり，県内の森林・林業の現場で中核的な役割を担っており，新卒

者は未来を担う新戦力として期待されています。卒業生からは，在学生の授業や校外学習，

就職活動等に多大な協力を得ています（写真⑦）。

（2）これからの学生の育て方

　本コースの教育には，前にも述べたと

おり県内森林・林業分野の多くの方々か

ら協力を得ており，学生を地域全体で育

てていると言えます。2カ年という限ら

れた期間内でのカリキュラムのため，短

期に習得すべき内容が多く，授業は一方

向の講義・実習になりがちです。本校に

は積極性のある個性的な素質を持った者

が多く入校してきますので，今後は学生

が“意識”を持ち，地域の活動にも積極

的に参加する姿を求めていきたいと考え

ています。その牽引力となるのが「課題

研究」です。本校は，プロジェクト学習 ▲写真⑦　林木育種場での校外実習

▼表①　最近 5カ年の進路状況（森林学科，人）

区分＼卒業年度 H15 H16 H17 H18 H19

森林組合 4 3 2

林業関係（民間） 2 3 4 4 3

農業関係（民間） 1 3 1

その他（民間） 5 2

国家公務員 1 1 4

その他公務員 1

進学・その他 1 2 1

卒業生計 9 8 12 10 9
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発表の「関東ブロック大会」で毎年のように優秀な成績を収め，全国大会出場を果たして

います。森林学科の学生も平成 18 年度には全国大会に出場しました。「課題研究」では，

各学生の課題への取組みにおいて，地域の森林・林業の課題を林業試験場などと協力しな

がら，学生自ら成果を地域へ波及させるよう指導していく必要があります。本県の森林を

守り育てるため，将来を担う学生を教育し，地域に貢献することが私たちの使命と考えま

す。人々の森林への関心が高まりつつある中，森林に関心ある若者に学習の場を与え，県

内に広く活躍の場を提供することの大切さを実感している昨今です（写真⑧，⑨）。

群馬県立農林大学校までの交通
＊ 群馬バス箕郷営業所下車，徒歩 2.7km（タクシー約 5分）…JR 高崎駅からの場合：西

口 2番のりばから箕郷行きに乗車，約 35 分，JR 前橋駅からの場合：北口 5番のりば

から箕郷行きに乗車，約 40 分。

＊ホームページ URL：http://www.gunma-iaf.ac.jp/

▲写真⑧　プロジェクト発表大会 ▲写真⑨　平成 20 年 3 月卒業式にて

5 月
行事名 開催日・期間 会場 主催団体 連絡先 行事内容等

第 50 回全日本
こけしコンクー
ル

5/3 ～ 5 白石市文化体育活動
センター（宮城県）

宮城県 仙台市青葉区本町3-8-1
Tel 022-211-2723

古来より人類共通の財産である木にこだわ
り，そして木は地球の温もりを伝えるもの
とし，この温もりを玩具や応用木製品で末
代までの財産として表現している全国のこ
けし等を広く紹介宣伝し，こけし美の鑑賞
とその認識をさらに深めるとともに，工芸
品としての優れた品質意匠及び技術の向上
及び地場産品の育成を図り，観光工芸産業
の振興発展に寄与する。

白石市役所 白石市大手町 1-1
Tel 0224-22-1321

白石市商工会
議所

白石市字本鍛冶小路 13
Tel 0224-26-2191

森林・林業関係行事

（いしだ　としゆき）
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明日の地域林業の担い手を養成
　―静岡県立農林大学校 林業分校

伏見裕之
静岡県立農林大学校 林業分校 主幹

〒 434-0015 静岡県浜松市浜北区於呂 4034-5
Tel & Fax 053-583-3523

●沿革

　静岡県立農林大学校林業分校（以下「分校」という。）は，1970（昭和 45）年に創設さ

れた林業講習所をルーツとします。財団法人金原治山治水財団に施設の建設費をご寄付い

ただくなど，地元の林業・木材業界のご支援と期待のもと，創設されました。

　施設全体は明善会館と称し，寮は，金原明善翁の信条である

　　　一　実を先にして　名を後にす

　　　一　行を先にして　言を後にす

　　　一　事業を重んじて　身を軽くす

より「実先寮」と名づけられています。講堂には大断面集成材を用いるなど，当時として

は斬新な設計でした。メンテナンス予算の確保に苦心しつつ，38 年の歴史を刻む施設を

現在も活用しています（写真①）。

　ちなみに，金原明善翁は，明治・大正にわたって活躍した事業家で，天竜川の治水や，

天竜川流域への植林など，社会公共事業に尽力されました。樹齢 100 年を超す金原山林は

財団に引き継がれ，今も木材生産はもとより，さまざまな恩恵を流域住民にもたらし続け

ています。

▲写真①　明善会館全景

今月のテーマ
私たちの大学校を語る
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　林業講習所は，その後，1974（昭和 49）年に林業短期大学校，1980（昭和 55）年に農

林短期大学校林業分校，1999（平成 11）年に農林大学校林業分校と改称し現在に至って

います。

●設置目的・教育目標

　静岡県立農林大学校は，優れた農林業後継者，農山村地域の振興に貢献する指導者その

他の農林業を担うべき者を養成するため設置されています。

　本校の校訓である『耕土耕心』は，「額に汗し，母なる大地を耕すことにより，自己を知り，

自我に目覚め，自らの心を生成させて，立派な人間性を作り上げていく」という意味です。

　また，教育目標は次のとおりです。

　　　（1）産業人としての自覚を高揚させ，農林業に取り組む自信と誇りを持たせる。

　　　（2）近代的な農林業経営を推進するために必要な技術力を養う。

　　　（3）たくましい体力と精神力を養い，心豊かな人間形成を図る。

　　　（4） 共同生活を通じて，自己の確立と協調性を養い，リーダーとしての指導力を身

につける。

　　　（5）幅広い視野を持ち，社会の変化に対応できる経営能力を養う。

　ちなみに林業講習所創設当時の入所案内を見ると，「林家の子弟や森林組合など林業に

従事することを希望する青年達に，林業についての知識と技術を修得させ，明日の地域林

業の担い手となる林業人の養成」を目的として掲げておりました。研修生募集ポスター（写

真②，③）からも見て取れるとおり，当時は木材生産を大命題に国策として人工造林に邁
まい

進
しん

していました。時代は，林業から森林，さらには環境へと情勢が大きく変わってきてい

るところですが，「林業」に主軸を置き，目標達成に向けて励んでいます。

▲写真②，③　ともに林業講習所当時のポスター
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●教育課程及び教育内容

　大学校の教育課程（表①）のうち，林業関係は，高卒者を対象とした 2年課程の養成部

林業学科がメインとなっています。その教育内容は，表②のとおりです。

　1年次は，他学科とともに全寮制の本校（磐田市）において，林業に関する基礎的知識

を学ぶと同時に，林業機械・器具の取扱いや，シイタケ・ヒラタケ・山菜の栽培，苗木の

育成，測量などの実習を通じて，基礎的な技術を習得します。

　2年次は，静岡県農林技術研究所　森林・林業研究センター（浜松市浜北区）に隣接し

た分校（明善会館）で学びます。現場での実習を主体に，センター研究員の指導による専

門的な学習や卒業論文の作成を行います。また，卒業後は即戦力となるよう，林業架線作

業主任者免許取得資格・チェンソー作業従事者・刈払機取扱作業安全衛生教育・大型特

殊自動車運転免許・小型車両系建設機械・フォークリフトなどの資格取得に努めています。

さらに先進経営研修では，2か月にわたり，県内の林家や林業・木材業事業体の現場に学

生が入り，経験を積むこととしています。

　本校には，短期大学卒業者を対象とした 2年課程の研究部が併設されており，研究部卒

業生は，人事院規則で 4年制大学卒業相当として扱われます。近年，関心が高まりつつあ

る樹木医補や森林情報士の資格が取れるため，本大学校養成部からの進学者のほか，4年

制大学の卒業者も入学しています。

　なお，2003（平成 15）年からは，オランダ最大の農業専門学校であるウェラントカレ

ッジと本校の交流を行っており，春にオランダから学生が来校，秋には本校学生のうち希

望者がオランダを訪問し，親交を深めています。

●実習用架線集材装置

　分校には，林業講習所の時代に設置された実習用の架線集材装置がありましたが，老朽

化により，近年は使用不能の状態となっていました。

　そんな折，元県農林水産部長の栗田憲二氏より「林業後継者育成のための施設を寄付し

たい」旨の申し出がありました。検討の結果，架線集材装置を寄贈していただくことにな

り，2007（平成 19）年 4月 10 日，落成式を行いました。

▼表①　静岡県立農林大学校の教育課程
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訓してきた学生 7名による実演を行い，関係者全員で遺志を継いで，施設の有効活用と林

業振興のために努力することを誓いました。

　今後は，学生の実習（写真④）はもとより，林業専門技術者養成研修など，関係業界や

団体の皆様方による技術訓練の装置としても大いに活用していただくことを期待している

　栗田氏は，1949（昭和 24）年に静岡県職

員として林業指導所に奉職，以来，林業一筋

に活躍され，林務部長及び農林水産部長の要

職を歴任されました。この間，林業普及制度

の強化，シイタケ栽培の高度化，林業後継者

の養成など多大な功績を残され，特に，林業

講習所の創設には，担当部長としてご尽力い

ただきました。

　なお，栗田さんは，2007 年 2 月 21 日，施

設の完成を見ることなくご逝去され，残念で

なりません。

　落成式では，関係者列席の中，分校で学ぶ

2年生代表からお礼の言葉を述べたあと，こ

の日のために，連日，集材機の操作練習を特

▲写真④　実習用架線集材装置

▼表②　養成部林業学科の教育内容
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ところです。エンドレスタイラー式及びダブルエンドレス式を実習できる架線集材装置は

希少とのことで，全国からも問い合わせを受けています。

●進路状況

　林業講習所時代から現在に至るまで，448 名の卒業生を送り出しています。最近 10 年

間の進路状況は，表③のとおりです。かつては林家の子弟が多かったため，必然的に自営

が多かったのですが，森林の大切さが理解されるにつれ，現在では一般家庭からの入学者

が大半となり，進路も，森林組合・国家公務員・林材業関係会社などが多くなっています。

●おわりに

　林業・木材業界をはじめとする地域の皆様には，施設の建設や，講義及び研修の実施な

どで全面的なご支援・ご協力をいただいていることを，日々，学生ともども実感し，感謝

しております。

　少子化や大学全入時代を迎え，入学者の確保が課題となっていますが，何よりも，森林・

林業の現場で OB が活躍することが当大学校の存在意義を高めることになると考え，こ

れからも林業教育に励んでまいります。

　世界的に森林の重要性が見直されつつある今日，林業の技術を身につけることは，人生

にとって大きな武器となります。意欲ある若人の入学を職員一同お待ちしております。

▼表③　卒業後の進路（Ｈ 10 ～Ｈ 19 年度） （単位：人）

（ふしみ　ひろゆき）

静岡県立農林大学校林業分校までの交通

＊遠州鉄道西鹿島線または天竜浜名湖鉄道の西鹿島駅下車，徒歩約 15 分。

＊静岡県農林技術研究所森林・林業研究センターに隣接。
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自然のなかに 心のなかに 森林を育てる
　―長野県林業大学校

武田雅宏
参事兼長野県林業大学校教授

〒397-0002 長野県木曽郡木曽町新開 4385-1
Tel 0264-23-2321　Fax 0264-21-1058

E-mail：takeda-masahiro-g@pref.nagano.jp

●概要

　長野県林業大学校は，「自然のなかに　心のなかに　森林（もり）を育てる」をモット

ーに，実践的な教育を重点にした森林・林業の技術者を養成する修学年数 2年，定員は

1学年 20 名の大学校で，昭和 54 年 4 月 1 日に開校し，今年度，創立 30 周年を迎えます。

　本校は，東に御岳山，西に木曽駒ケ岳を望む素晴らしい景観に恵まれた，木
き

曽
そ

檜
ひのき

で有名

な長野県木曽町に位置しています。

　学生たちは，この豊かな自然と全寮制に伴う経済的にも恵まれた環境のなかで，森林・

林業の専門的知識を学ぶとともに，林業機械を駆使した実習などで即戦力となる優れた知

識と技術を身につけます。

　本校の特徴は，即戦力につながる実学を重視，4年生大学に比べ有意義な資格取得が多

く得られること，全国の同様の短期大学のなかで林野庁，県などへの公務員合格率がトッ

プであること，全寮制であることから生活費も込みで年間の経費が大変安いうえに，さら

に有利な貸付金も用意されていること，などです。

　森林・林業関係の職業は，近年，地球温暖化を契機とした環境ビジネスにも広がりを見

せていますが，就職など進路指導はスタッフが学生の満足いくまで親身に行うのも，本校

の特徴です。

　それでは，森林・林業・木材産業の現場の課題に即戦力として対応できる人材を養成す

るための本校の教育方針・教育課程をご紹介します。

（1）教育方針

　＊ 一般教養を高めるとともに，専門的な知識・技術を体

系的に取得させ，さらに寮生活を通じて人間形成を図

るなど指導者となるための全人教育を行う。

　＊ 大学・試験研究機関との連携のもとに森林・林業に関

する技術並びに知識を習得させ，長野県林業の進むべ

き方向に沿った教育を行う。

　＊ 実験・実習を重んじ，実践的な教育を主眼として，新

時代の社会の要請に対応し得る生きた教育を行う。

今月のテーマ
私たちの大学校を語る
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（2）教育課程

　本校のカリキュラムは，現場での課題に即戦力として対応できる実践的な専門科目を充

実させるとともに，併せて編入試験に対応するため，一般教育科目の充実も図っているの

が特長です。平成 20 年度からは，2年時にコース制を導入し，企業などと連携したイン

ターンシップ研修が行われます。科目名と単位については表①を参照してください。実践

的な専門科目の中核をなす実習科目の日数は，年間授業日数 188 日のうち，1年生が 45 日，

2年生が 79 日となっています（表②）。

一般教育科目

科目名 教科 単位

人文
科学

哲学・倫理学 哲学 2
心理学 心理学 2
文学 文学 2

社会
科学

法学 法学 2
社会学 社会学 2
経済学 経済学 2

自然
科学

数学 数学 2
物理学 物理学 2
化学 化学 2
生物学 生物学 2
情報処理学 情報処理学 4

外国語 英語 英語 4
保健体育 体育 2
体験研修 彫刻 2
一般教育科目 計　 32

専門教育科目

科目名 教科 単位

育林
生態

育林学
造林

7
森林保護

森林生態
環境学

樹木医

9
樹木

森林生態
森林土壌
森林気象

森林
資源
管理

林業管理
経営学

測樹

7
林業経営学

森林計画普及論
森林評価
森林管理学

森林情報学 森林情報論 4
木材商業論 木材商業論 2

森林
土木

森林地質 森林地質

7
治山工学 治山工学
林道工学 林道工学
造園 造園
測量学 測量 3

景観
保護

森林風致学 森林風致 2

保健休養学
救急救命

3
野外活動

森林
機械

林業機械 林業機械
14　1/2

工学 林業架線

林産
木　材
利用学

木材物理
5

木材加工
特用林産 特用林産 3

森林
政策 林政学

林政学 4
林業概論 4

▼表①　教育科目

選択科目

育林生態 育林学 造林 1
林産 木材利用学 木材加工（CAD） 1

森林資源管理 林業管理経営学 測樹 1
森林
土木

森林土木工学 治山 1
測量学 測量 1

体験研修 体験研修 インターンシップ （4）
専門教育科目 計　 79　1/2
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●長野県林業大学校　三つの強み

（1）即戦力につながる多くの資格取得は，４年生大学にはない魅力です！

　　　卒業と同時あるいは申請後に，

　　　　＊専門士（林業専門課程）称号の付与

　　　　＊労働安全衛生規則の特別教育終了証（伐木造材）

　　　　＊刈払機取扱作業者安全教育終了証

　　　　＊森林情報士 2級

　　　　＊森林整備業務専門技術者

　　　　＊フォークリフト運転技能講習修了証

　　　　＊小型移動式クレーン運転技能講習修了証

　　　　＊造園施工技術者

　　　等 15 種類以上の即戦力になる資格が取得できます。

▼表②　20 年度 年間実習計画

月 教科名 実習内容 学年 月 教科名 実習内容 学年

4

特用林産 原木しいたけ植菌 1

10

体験研修 町駅伝大会 1・2
特別講座 パソコン操作 1 森林計画 指導林家山林研修 2
校外研修 屋久島視察 1 森林被害 森林被害状況観察 2
資格取得 車両系建設機械 1・2 土木材料 施工現場研修 2

5
造林 植栽 1 造林・機械 総合実習 2
校外研修 県植樹祭参加 1 林道 林道現地測量 2

6

特別講座 朴葉巻き造り 1 林業架線 架線実習 2
森林土壌 土壌調査実習 1 木材加工 炭焼実習 2
救急救命 赤十字救命法講習 1・2 樹病 樹病学実習 2
治山 治山現場研修 2

11

測樹 樹幹解析・資料採取 1
野外活動 夏季キャンプ実習 2 造林 枝打ち実習 1
林業架線 ワイヤー加工 2 資格取得 小型移動式クレーン運転他 1
校外研修 北海道林業地視察 2 校外研修 木曽路探訪 2
造林 草刈機操作 2 木材加工 防腐加工施設見学 2

7

造林 下刈り（草刈鎌） 1 資格取得 森林整備技術者資格試験 2
測樹 測樹 1 木材加工 集成材加工実習 2
樹木 樹木標本採取 1 樹木 樹木実習 1
造林 下刈り（草刈鎌） 2

12
造林 苗畑作業 1

林業機械 高性能林業機械 2 木材加工 木材加工施設見学 2
治山 治山現場研修 2

1
野外活動 冬季雪中キャンプ 2

土木材料 生コン工場見学 2 森林気象 冬季森林気象体験実習 2
特別講座 みこしまくり参加 2 特別講座 スキー実習 1
特別講座 交通安全講話 1・2 特別講座 就職ガイダンス 1

8
木材商業論 原木市場・製材施設見学 2 特別講座 生活設計講座 1・2
体験研修 夏休み中実施 1・2 特別講座 ワーキングセミナー 2

9

樹木 樹木標本採取 1 特別講座 接遇講座 2
森林土壌 土壌調査実習 1 特別講座 中部森林技術交流発表会 2
木材流通学 市場・製材・加工施設見学 2 特別講座 体験研修発表会 1・2
特用林産 炭焼実習 1
森林環境 御嶽山亜高山林の環境視察 2
森林風致 風致計画実習 2
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（2）非常に経済的な環境のなかで，就職や進学に向け楽しく学べます。

　　　＊ 経費については，表③に入学初年度に必要な金額の比較表を示しましたが，全寮

制であることからも，非常に経済的な学費で就職や進学に向けて学べる環境が用

意されています。

　　　＊ 学生への非常に有利な資金として，林業就業促進資金（限度額月 5万円・2年間

で 120 万円・無利子）及び（独）日本学生支援機構の奨学金が借りられます。

（3）林大スタッフが，学生の進路が決まるまで親身に指導します！

　　　＊ 卒業生のほとんどが森林・林業関係に進路を決定し，人気の公務員は約 45％を

占めており，これは，全国県立林業短期大学などの平均 20％と比べると圧倒的

に高く，本校の大きな特徴となっています。これまでに 221 名の卒業生が林野庁

などで活躍しています（図①）。

　　　＊  4 年制大学への編入の道が開かれています。編入先としては，本校の外部講師で

協力をいただいている信州大学が大半を占めて

います。

●寮生活

　林業大学校の特色の一つに，寮生活があります。

　「林業大学校に来て良かった」と卒業生が口をそろえる

のは，「楽しい寮生活」!!

　本校では，学生全員が入寮し，自主的運営による共同生

活体験を通じ，有能な社会人となるための人間形成を図り

ます。

●地域社会との連携

　本校では，地域社会への貢献を運営方針の柱の一つにしています。

　木曽地域の方々が集うお祭りなどには積極的に参加し，今や，木

曽地域のさまざまなイベントにはなくてはならない存在になってい

ます。学生の胸にも，一生の思い出として残っていきます。

項　目 入学金 授業料 施設整備費 実習費 合　計

私立大学平均 330,000 1,338,667 1,046,000 616,600 3,331,267

私立短期大学平均 228,889 665,556 251,111 49,185 1,194,741

長野県林業大学校 5,650 118,800 0 115,000 239,450

■修学・生活に必要な年間経費（平成 19 年度の場合）
1 学年　　教科書代・研修費・教材費・給食費・寮費等　　　　　740,000

実験・実習に必要な用具類の購入費　　　　　　　　　115,000
計　　　855,000

2 学年　　教科書代・研修費・教材費・給食費・寮費等　　　　　750,000

▼表③　短期大学等初年度納付金比較表 （平成 18 年度，長野県内データ，単位：円）

▲伝統行事：みこしまくり
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●より魅力的な学校にするための改革

　ここで，現在進めている「林業大学校の改

革のポイント」について少し説明しておきま

す。改革のコンセプトを，『森林・林業・木

材産業の現場での課題に即戦力となる人材の

養成』として明確に設定しました。そして，

そのコンセプト実現のため，平成 19 年度よ

り以下のツールを導入しました。それは，

　（1） 現場における実践研修の強化を図るた

め，“実習時間を約 10％アップ”

　（2） 現場の求めに応じた人材の育成を図るため，“コース制を導入”

　（3） 地域，そして業界との連携を強化するため“インターンシップ（企業内体験研修）”

を導入。

　（4）ホームページの刷新と，タイムリーな情報発信

　そして，これらのツールの機能性をアップするため，新たに 222ha の演習林を三岳県

有林に設けるとともに，森林情報士 2級資格や樹木医補等の資格養成機関としての認定校

としての認可手続きを進めています。

　また，地球温暖化を契機として，森林を取り巻く環境を世界的視野で学ぶ必要が生じて

きていることから，学生の国際感覚の醸成を図るため，平成 20 年度より 2年生の北海道

研修を海外研修に切り替えることを検討しており，平成 20 年度は，創立 30 周年記念事業

と連携し，「海外調査事業：世界一の巨樹・巨木の森：セコイヤ国立公園と世界遺産ヨセ

ミテ国立公園」を行います。

●新たなる林業大学校の魅力 UP に向けて

　前項で述べた「林業大学校改革」による内なる魅力の UP と外への情報発信に努めて

いますが，これらの改革を始めた大きな要因は，平成 17 年度入学者数が定員の約半数に

落ち込んだことが挙げられます。

　地球温暖化防止や災害防止等，国民の命と財産を守るための森林整備と，それを担う人

材の育成はますます重要となっている今日，このことはわれわれ林業大学校スタッフにと

って大変なショックとなりました。最重要事項として取り組んだ「林業大学校改革」の成

果もあり，平成 19 年度は定員を確保し，20 年度入学者も定員に達する予定です。

　現在，林業大学校スタッフによる SWOT 分析（企業戦略策定のための手法）から「強

みと機会を生かし，弱みと脅威を克服する施策項目の整理」，「施策の具体化と実施スケジ

ュール」などの検討を進めています。 

長野県林業大学校までの交通
＊  JR 中央線木曽福島駅下車。おんたけ交通バス開田高原線または一の萱線「社会体育館

前」下車，徒歩 1分。詳細はおんたけ交通（Tel 0264-22-2444）へお問い合わせください。

▼図①　就職状況割合
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地方公務員

国家公務員

民間企業

林業関係団体
等
公社・公団

後継者等

（たけだ　まさひろ）
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地域林業の担い手の育成確保のために
　―島根県立農業大学校 森林管理科

菅田　勲
島根県立農業大学校 森林管理科 教授

〒 690-3405 島根県飯石郡飯南町上来島 1207
Tel 0854-76-2100（飯南町） Fax 0854-76-2103（飯南町）

E-mail：sugata-isao@pref.shimane.lg.jp

●森林管理科創設の経緯―教育機関の廃止と人材不足

　（1）高校林業科の廃止と危機感

　林業に関する知識，技術を教育する機関として島根県では，かつて農林業を主体的に教

育する農林高校に林学科があり，島根大学とともに専門教育を学ぶ場でした。

　ところが，昭和 61 年度末に農林高校の林業科が廃止され，林業を専門に教える学科が

なくなりました。また，この後大学においても教育内容の見直しが図られ，林業技術・技

能を専門的に教える学部・学科が少なくなってきました。この時期は，昭和 50 年代後半

からの林業にかげりが出てきたころで，本県の特用林産物である乾椎茸も円高ショックで

中国産が多量に輸入され，価格が大きく下落してきた時期でもあります。

▲写真①　森林管理科がある中山間地域研究センター

今月のテーマ
私たちの大学校を語る
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　このような状況下で私たち，県はもちろんのこと関係団体は，負の連鎖による将来の林

業・木材産業の担い手不足に対して危機感を持ちました。

　（2）林業専門教育機関の創設―森林総合課程がスタート

　こうしたことから，本県における林業の担い手育成について平成 3年度から 3年間をか

け基本構想，教育計画を練り上げました。そして，当時の県立農業大学校林業課程（1年制・

定員 5名）を 2年制・10 名定員とし，平成 6年度から「森林総合課程」として特に即戦

力となる技術・技能教育を中心とした人材育成を，大田市の農業大学校本校で行うことと

しました。

　（3）さらなる教育の充実を求めて―キャンパスの移転

　このようにスタートした森林総合課程ですが，課業の半分あまりを占める実習は，本校

の所在地である大田市には利用できる山林などの実習適地があまりなく，片道 1時間をか

けて中国山地の麓
ふもと

の飯南町にある県有林まで行っていました。

　さらに，スタートして 10 年が経過し，時代に即応した教育プログラムに変更する必要

性も出てきました。フィールドの確保，講師である試験研究機関の協力，カリキュラムの

充実を図るために，平成 18 年度に現在の島根県中山間地域研究センター内に「飯南キャ

ンパス」として移転しました（写真①）。

●本格的な森林・林業教育機関を目指して―その教育内容

　学生が在学の 2年間で学ぶ教育のコンセプトは，担い手として必要な知識は広く，即戦

力となる技術習得は実習等を通じて徹底的に行うこととしており，その内容は「知識教育」

「技術教育」「技能教育」の 3本の柱から成ります。

　（1）知識教育―充実した科目

　科目等は表①，②のとおりですが，2年生のときには森林組合等事業体で約 1 ヶ月間の

学年 講義 専攻実習等 卒論 特別教育活動 計

1年 470 826 - 224 1,520

2 年 368 672 64 378 1,482

区　分 主要科目名 科目数

森林管理系 情報処理，森林計画，樹木，森林測樹，森林マネージメント，
基本測量，林業機械，育苗技術，森林保護，木材利用　ほか

16

育成 ･利用系 情報処理，林業概論，森林計画，森林マネージメント，応用測量，
林業機械，育苗技術，森林保護，木材利用　ほか

16

実習 専攻実習 各専攻ごと

卒論・特別教育活動 農大祭，対外活動等 随時

▼表①　課業時間数 単位：時間（h）

▼表②　主要教育時間
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現場実習を行い，実践での経験を積ませています。講師陣は，私たちスタッフ 4名と研究

員，外部講師等 32 名で対応しています。

　（2）技術教育―高性能林業機械と広大な実習林を活用した現場実習

　従来からのチェンソーなどの機器を使用した機械技術実習は当然のこと，平成 6年度の

創設当初から森林管理科の実習用機械として導入した高性能林業機械（プロセッサ，タワ

ーヤーダ）を利用した実習は，昨今の機械化林業に十分対応したものとなっています。

　実習のフィールドは，森林セラピー基地にも指定されている県有林（県民の森：1,700 

ha）の一部を利用しています（写真②）。

　（3）技能教育―就業に必要な資格・免許等の取得

　担い手として就業したときに必要となる大特免許，小型移動式クレーン，フォークリフ

ト運転技能をはじめ，ユニークなところでは森林情報士 2級，救急法救急員など 13 あま

▲写真②　実習風景
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りの資格・免許・講習などを全員に取得させています。さらにこれらの資格・免許取得後，

現場でも経験を積ませるための実習を行っています。

●飯南キャンパス（森林管理科）の経費―学費・生活費

　県が徴収するものとしては授業料（月額 9,900 円）のみで，課業に必要な備品，消耗品

はすべて県が負担しています。したがって，学生個人が負担するものは，テキスト，服，

鉈等で年間約 15 万円程度。また，寮を準備しており，寮費 3,000 円，光熱水費で月約 1

万円のほか，食費が必要となります。

　奨学金制度があり，林業労働力確保支援センターからの「林業就業促進資金」（月額 5

万円）を受けることができます。ただし，卒業後は県内認定事業体に就職することという

条件付きです（この場合，全額返済免除になります）。

　もちろん，農大授業料等の減免制度もあります。

●地域林業の担い手として―卒業生の就職状況

　卒業生の林業・木材産業への就職率は 70％強となっています（表③）。なお，本県の場合，

森林管理科の「担い手」の位置づけは，「認定事業体」の現場で働く技術者をいいますが，

この事業体以外の就職については，本県の高校生の県内就職率が 60％を切っている状況

下（2006 年）では定住化対策という側面もあり，本人及び家族の希望を第一として対応

してきています。

　また，本校は平成 18 年 3 月からハローワークと同じく職安法に基づく「無料職業紹介所」

として登録し，幅広い就職活動を公的に行うことができるよう支援体制の充実を図ってい

ます。

●今後の課題―情報発信と，追い風をいかに生かすか

　（1）情報発信―農大の PR

　今，行政機関だけでなく民間企業においてもさまざまな情報発信が行われています。本

校は「攻めの情報発信」という取組みを平成 18 年度から行ってきています。これは農大

ホームページによるもの，もう一つは本県林業普及び関係情報ネットワーク（ブログ）に

よる情報発信の取組みです。

　平成 19 年度において農大ホームページは全国農業大学校ホームページコンクールで第

1位になりました。これには森林管理科で日常の課業をアップしているこのブログが大き

く貢献したと思っています。ぜひご覧ください。

　　　農大ホームページ　http://www.pref.shimane.lg.jp/nogyodaigakko/

　　　森林管理科ブログ　http://blog.goo.ne.jp/f-nodai

自営
林業関係団体

（森林組合，認定林業事業体）
関連産業

（木材会社，造園）
公務員 他産業・進学 合計

0 37 41 10 21 109

▼表③　進路状況 平成 7年度～平成 19年度卒業生
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　（2）追い風を生かす―入学生の確保

　昨今，地球温暖化に関連して森林の公益的な働きが見直されています。また，温暖化関

連で森林整備に関する事業も増加してきており，このための技術者の育成確保も課題とし

て挙がっています。

　こういった追い風を受けながら上記の担い手育成確保対策をいかに受け止め，生かすか，

その手法を今まで以上に考えていく必要があります。これは一朝一夕ではなりませんが，

将来の職業に対する意識，定住に対する考えなどを本人自身が高校生の時ときから，さら

には父兄，高校，私たち農大スタッフ，そして受入れ側である事業体が一体となって取り

組むことが必要で，そのまとめ役としては，引き続き農業大学校が当たっていかなければ

ならないと考えています。

●終わりに

　この記事を読んでおられる皆さん，いろいろなプロジェクトを進めるためには何が大切

だと思われますか？　ソフト（人材）でしょうか，ハードでしょうか。現在はどちらかと

いうとハード部門の評価が高いと思います。なぜなら「物」を作ったという結果（成果）

が目に見えるからです。一方，ソフト部門は戦略として必要だけれども物差しで測るよう

にはっきりと示せない部分があり，軽視されがちです。しかし，今，企業は戦略上人材養

成・確保に傾いています。事業規模の維持・拡大のためには，従来型の単にマニュアル等

に書いてあることだけを処理できる人材ではだめで，いわゆるノウハウも知り尽くし，応

用の利く人材が必要となってきているからです。ですから，今後，森林整備などハード事

業を進めるためは，もっと人材育成にも力を注ぐ必要があると思います。

　私たちは森林組合等事業体で働く人材育成という大きな目的・使命を持っています。一

般的に受け身の姿勢では，本当に知識，技術等を吸収し自分のものにすることはできませ

んので，こうならないように日常の課業で最も心がけていることは，私たちも学生も，少

しでも楽しみながら能動的な姿勢で学ぶということです。幸いにも森林管理科の学生は，

卒業後の就職についても入学時から，あるいは在学時には目的意識を持つなど，積極性が

感じられ，これが強みだと思います。

　学生が森林管理科で学ぶ知識，技術等は本人にとって将来にわたっての単なるステップ

の一つに過ぎません。卒業後現場で，またそれぞれの地域で経験を積み，仕事に限らず地

域社会のいろいろな分野での担い手となってくれることが，私たち島根県立農業大学校森

林管理科の願いです。

（すがた　いさお）

島根県立農業大学校森林管理科までの交通

＊松江駅，出雲市駅から高速バス 1時間 30 分で町役場のある赤名へ。途中，中城子下車

徒歩 5分。町営生活路線バスがあるが本数僅少。

＊島根県中山間地域研究センター内
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後進を育てること，私の思い
　―京都府立農業大学校 林業課程

上家　祐
前京都府立農業大学校林業課程 教務部

現京都府立大学 生命環境学部 附属演習林
〒 606-8522 京都市左京区下鴨半木町 1
Tel 075-703-5681　Fax 075-703-5680
E-mail：t-joke36@mail.pref.kyoto.jp

　私は京都府立農業大学校林業課程に，この 3 月

まで在職していました。農林業を志して入学して

くる学生に接して私が感じたこと，そして，これ

からの後進の育成について，ささやかながら「思

い」を述べさせていただきます。

　本校に入学する学生は高卒者が主体ですが，40

歳未満を対象としているため，近年は 20 代，30

代の学生も増えています。将来の展望をしっかり

と持ち，確固たる志を持って入学する者がいる一

方，森へのあこがれで入学する者もいます。農林

家の子弟もいますが，その数は少なくなっている

のが現状です。

　農林業の担い手不足は以前から言われています。

その指導の現場から見ると，単に高校や大学校，

大学の専門教育だけでは対応しきれない問題が数

多くあることを痛感します。勉学の基礎は小学校

からの積み重ねであることは言うまでもありませ

ん。ですが，それらの知識が有機的につながって

いない場合が見られます。特に農業大学校では講

義時間数に匹敵するほどの実習があり，指導を受

けながら自ら実践していくことで，必要な知識と

技能を修得していくわけです。その基礎になる農

林業の作業を，全く経験したことのない者が少な

からず見られます。今年で 50 歳になる私も，実

は子どものころの農業の体験がほとんどありませ

ん。それでも，家族や周辺の農家の皆さん方の作

業は見ていました。現在では，そのような光景す

ら見かけたことがないという学生が増えているの

です。

　林業に至っては，何をかいわんやです。世間一

般に，森林の持つ環境面の重要性だけが強調され

ているためでしょうか，森林の保全には興味を持

っているけれども，林業の重要性や木材生産の現

状については，知識も体験もほとんど欠落したま

ま入学してくる状況です。

　本校では，1年生の前期に各専攻（野菜，水稲

今月のテーマ
私たちの大学校を語る

などの作物，茶，花き，果樹，畜産）ごとの「概

論」が必修となっており，林業概論も講義があり

ます。興味を示さない学生も中にはいますが，農

林業は一体的なものだということと，林業は環境

や国土を支えているとても重要な仕事であること

を伝え，また，造林木は植栽してから収穫まで手

入れが必要であり，それを利用することが重要で

あることを説明しています。「伐採は良くないこ

と」という認識は，私たちの想像以上に根強く残

っているのです。

　林業概論の試験時に設問の一つとして，講義を

受けた感想を自由に記入してもらいます。A3 用

紙の裏面いっぱいに書いてくれる学生が多く，「林

業は農業をやる者にとっては関係ないと思ってい

たけれど間違っていた」と感想を書いてくれた学

生がいて，講義した甲斐があったと実感しました。

　日常の生活と農林業が切り離されている状況の

中で，植物や動物を育てること，収穫して食するこ

となどを通じて，生命の大切さやその苦労を理解

し，体感することが大切です。それは教えられる

ものではなく，自らがそのように感じ取ることが

必要です。その手助けをするのが家庭でのしつけ

であり，学校での教育ではないかと思います。し

かも，できるだけ子どもが小さい時期に，その大

切さを伝えることが今求められていると思います。

　農業大学校に入学するような年齢の若者にも，

今はそれを伝えなければなりません。同時に，基

本的な情報であっても，繰り返し伝えることが必

要だと痛感しています。

　さて，農林業に関する基本概念が希薄で，やや

もすると軽視されるのはなぜでしょうか……。

　私自身の立場は変わっても，農林業の重要性を

若者たちに，子どもたちに，そして大人の皆さん

にも正しく理解してもらえるよう，努力を続けて

いきたいと考えています。

（じょうけ　たすく）
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●はじめに

　去る 2008 年 2 月 23 日，岩手県及び岩手・木質

バイオマス研究会（以下，「研究会」）主催，いわ

てハウジングフォーラム共催により，薪ストーブ・

ペレットストーブ導入のための公開講座「火のあ

る暮らしを楽しむ」が開催されました。

　この公開講座は，薪ストーブやペレットストー

ブを導入したいと考えている方や，そのような方

を顧客に持つ工務店等の方々を主な対象者として，

導入のコツをわかりやすく説明しようと企画した

ものです。

　月末・年度末の忙しい時期の開催でしたが，当

初の予想をはるかに超えて 80 名ほどの方に参加

いただき，昨今の原油高を背景にしながら，薪
まき

や

ペレットといった身近な木質バイオマス利用が，

一般の方から建築関係のプロの方まで大変に関心

が高まっていることを実感できました。

　この公開講座のテキストとして作成したのが，

木質バイオマス普及パンフレット『火のある暮ら

しを楽しむ』です。このパンフレットは，岩手県

の委託を受けて研究会が作成したものですが，作

成にあたっては，ストーブを導入するための計画

から設置，運用に至るまでを，研究会メンバーで

ある専門家がポイントを押さえてわかりやすく解

説しています。また，表紙をはじめ随所にそう入

されているイラストも親しみやすく，ユーザーと

工務店等との橋渡しとなる，これまでにない画期

岩手・木質バイオマス研究会の
あゆみと現状・課題

的なものとなっています。

研究会は 2000 年 7 月に設立し，今年で 8年を

経過しようとしていますが，この間，木質バイオ

マスを巡る社会状況の変化は著しく，なお課題は

多いとはいえ，今や木質バイオマスは県民の間に

広く認識されるに至りました。これまで研究会は，

フォーラムや公開講座の開催など，さまざまな機

会を通じて木質バイオマスの普及啓発を行ってき

ましたが，こうした情勢の変化に伴い研究会の活

動も，一般的な普及啓発からさらに一歩踏み込ん

だ，より具体的なものとなってきました。

本稿では，全国各地で積極的に進められている

木質バイオマスの取組みの参考になるよう，研究

会のあゆみと現状・課題について述べていきます。

なお，『火のある暮らしを楽しむ』パンフレッ

トの内容は，岩手県林業振興課のホームページに

掲載される予定となっています。

●研究会のあゆみ

（1）研究会の設立

研究会の出発点は，2000 年 3 月のスウェーデ

ン・オーストリアミッションにさかのぼることが

できます。後に，研究会のコアメンバーとなる 3

人が，ヴェクショー市をはじめとする木質バイオ

マス利用の先進的な取組みを視察，帰国後間を置

くことなく 2000 年 7 月 5 日，研究会が設立され

ています。

―木質バイオマス普及パンフレット
『火のある暮らしを楽しむ』
の発行にあたって―

報告

岩手・木質バイオマス研究会
〒 020-0861 岩手県盛岡市仙北 1-14-20
Tel ＆ Fax 019-635-8272　E-mail：wbi@xg.main.jp
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　（2）前期の活動展開

　研究会の活動は，大きく二つの画期としてとら

えることができます。一つは，設立から 2003 年

ごろまで，もう一つは 2004 年以降です。

　2003 年ごろまでは，いわば木質バイオマスに

関するさまざまな情報等の蓄積と草の根の普及

活動の時期でした。特に，JETRO（日本貿易振

興機構）のミニ LL 及び LL 事業 1）によるヴェク

ショー市と 3年間にわたる交流では，岩手県内外

の木質バイオマスの取組みに大きな影響を与える

ことになりました。スウェーデンへのミッション

団の派遣やスウェーデンからの専門家招へいを通

じて，木質バイオマスに関するさまざまな知識や

情報が蓄積されました。この活動を通じて，林業

振興にとどまらない社会システム全体の転換を視

野に入れた考え方が醸成されていったのです。そ

の成果は，2001 年に作成された「岩手型木質バ

イオマス利用の行方―2000 年度活動報告」（以下，

「提言書」）にすでに現れており，今日の木質バイ

オマスを巡るさまざまな課題がすでに見通されて

います。

　研究会設立当時，岩手県における「木質バイオ

マス」の認知度はほぼゼロに等しかったといえま

す。全国的にも木質バイオマスが認知されるのは，

2002 年の新エネ法改正において木質バイオマス

がその対象に組み込まれて以降であり，それに先

駆けての活動は，「木質バイオマスとは何か？」

といった基本的な部分について繰り返し普及活動

を行うといった地道なものでした。また普及状況

は，一部でペレットボイラの導入が行われていた

ものの，岩手県産ペレットの中心であったバーク

ペレット 2）に対応したペレットストーブが存在

せず，県民レベルでの「利用」の段階へは至りま

せんでした。前述の「提言書」では，燃焼機器の

開発が普及のカギを握るとして，とりわけペレッ

トストーブの開発を強調しています。

　（3）後期の活動展開

　こうした状況が大きく変化したのは 2004 年ご

ろからです。研究会が提言したペレットストーブ

開発が現実のものとなり，2003 年には県内企業

と岩手県工業技術センターが共同開発したペレッ

トストーブ（業務用）が一般販売され，また翌年

には家庭用のペレットストーブが発売となり，一

般市民に対応したペレット流通と市場形成が喫緊

の課題となりました。

　これと前後して，2003 年に岩手県は「いわて

木質バイオマスエネルギー利用拡大プラン」を策

定し，部局横断的なプロジェクトとして木質バイ

オマス関連施策が展開していくことになります。

　これらのこととかかわって研究会は，岩手県の

木質バイオマス関連施策における，主に普及啓発

関連の事業を受け止め，木質バイオマスフォーラ

ム 3）や公開講座などを実施してきました。

　また，木質バイオマス利用が急速に普及し，一

定の市場が形成されていく一方で，その過程で生

じる新たな問題や課題，具体的には，個別の企業

だけでは解決困難な，木質バイオマスの社会シス

テムにかかわるような問題や課題への対応が求め

られるようになりました。

●木質バイオマスを巡る状況の変化

研究会の活動展開に現れているように，木質バ

イオマス利用が普及するに従って研究会の役割も

また変化していったわけです。以下では，具体的

にどのような状況変化があったのかについて，大

きく五つの点から整理してみました。

（1）木質バイオマス利用機器の普及

岩手県内における 2008 年 3月末時点でのペ

レットストーブの導入台数は 1,100 台以上と推計

されています。県の利用拡大プランの目標数値で

ある 2,000 台には及ばなかったものの，当初ペレッ

トストーブ自体が非常に珍しく入手しにくいもの

であったことを考えると，大きく進展したと評価

できるでしょう。

　早い時期からスイミングスクール等で実績の

あったペレットボイラですが，2002 年に林野庁

の補助事業の対象となって以降急速に導入が進み，

現在では県内 27 施設に 41 台が導入されています。

また，さらに今後も導入が予定されている施設が

数件あります。
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　チップボイラもまた，さまざまな補助事業等の

登場と利用実績の積み重ねから導入が進み，県内

12 施設に 16 台が導入されています。2006 年には

県内企業と岩手県工業技術センターの共同による

チップボイラも開発され，さらに導入する施設の

増加が期待されています。

　（2）木質バイオマスビジネスの一定の成立

　上記のように，木質バイオマスの燃焼機器の普

及が進むとともに，木質バイオマスのビジネスが

一定程度形成されるようになりました。

　当初外国製が中心であったペレットストーブは

国産製品の開発が進み，県内企業だけでなく国産

ストーブの選択肢が大幅に増えました。

　木質ペレットの製造に関しては，当初岩手県内

で1社のみが製造を行っている状況から 4社へと

増加しました。燃料用ペレットの生産は年数百ト

ンにとどまっていたものが，現在では 2,000トン

を上回り，需給が逼
ひっ

迫
ぱく

する状況も現れてきています。

　一般家庭へのペレットの流通もまた一定程度確

立されました。当初のペレットの入手は工場から

の直接購入しかありませんでしたが，現在では

80 店舗近い小売店で取り扱われ，岩手県内どの

地域でも入手可能な状況となっています。

　（3）岩手県のバイオマス政策の転換期

　岩手県の木質バイオマスエネルギー利用拡大プ

ランは 2006 年度で一旦終了し，2007 年度以降の

プラン（第 2ステージ）が策定されました。取組

みの局面も，初期導入から定着期へと移行し，課

題もより具体的なものとなっています。

　研究会においても，定着期に向けた新たな取組

みの必要が出てきています。

　（4）全国的な動向

　木質バイオマスのトップランナーであった岩手

県ですが，今日全国の各地域での取組みが活発化

するに従い，岩手県や研究会の全国における位置

づけも変化しつつあります。

　一つは，各地域の取組みが活発化し，各種フォー

ラム，シンポジウムが多数開催されるようになっ

たことです。これにより，岩手県から全国に積

極的に発信してきた木質バイオマスフォーラム等

の必要性が薄らいできた面が指摘されます。2007

年のフォーラムでは，他地域で開催される木質バ

イオマス関連のフォーラムと日程が前後するなど

しました。

　もう一つは，全国にペレット工場が 20 社以上

設立されるに及んで，ペレットの規格や流通の問

題が岩手県内の問題にとどまらなくなってきたこ

とです。当初，ストーブとペレットのマッチング

をわかりやすく表示する必要に迫られ，2003 年

に岩手県と研究会によって「木質ペレット規格案

策定事業報告書」を作成しましたが，ストーブ，

ペレットの全国的流通が現実のものとなり，全国

的な統一規格などの検討が林野庁の事業を通じて

行われるようになりました。また，規格を取りま

とめ，運用していく全国団体がここ 1～ 2年のう

ちに設立される予定です。ペレットの流通に関し

ても，ペレット生産者が相互に安定供給を担保す

ることなどを目的とした「東日本木質ペレット安

定供給協議会」が設立されるなど，業界としての

自律的な展開が見られるようになりました。

（5）会員のニーズの変化

研究会は全国に先駆けて設立した木質バイオマ

ス関連の団体であったため，岩手県内にとどまら

ず全国から多くの会員が入会しました。その入会

動機は明らかではありませんが，近年の退会者の

特徴を見ると，行政の担当者が交代して退会する

場合が最も多く，次いで，コンサル・設備系企業

の担当者などの退会者が近年目立っています。

これらの理由として考えられるのは，木質バイ

オマスに関する情報が非常に限られていた時期に

おいて，研究会は有用な情報（特にスウェーデン

等の情報）を提供してきましたが，近年木質バ

イオマスの普及，各企業での開発の進展など，高

度かつ専門的な情報が個別に蓄積されてきており，

すでに研究会から提供すべき情報が少なくなって

きていることが考えられます。

　しかしながら，研究会の運営，事業に積極的に

参画する会員からは，その敷居の低さや顔の見え

る関係の交流などが研究会の優れた面として指摘

され，設立当初から培ってきたネットワークの存
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続・発展へ期待するものは高いと考えられます。

●研究会への新たな期待や課題

　以上のような状況変化を踏まえつつ，今後の研

究会にはどのような期待や役割があるのかについ

て，次の五つの視点から整理してみました。

　（1）未解決の諸課題への取組み

　木質バイオマス利用が一定程度普及し，短期間

で大きな成果を上げたわけですが，このことによっ

て新たな課題が生じる一方，当初から課題とされ

つつも未解決のまま今日に至るものもあります。

　具体的には，森林整備や林業振興に結びつくよ

うな仕組みづくり，林地残材の利用，ペレットに

とどまらない幅広い木質バイオマスの利用，グ

リーンファンド等の研究など多数あります。木質

バイオマスをキーワードとした循環型社会の構築

に向けたさまざまな取組みが，今後とも期待され

ています。

　（2）継続的な普及啓発活動

　木質バイオマス利用が普及してきたとはいえ，

岩手県内においても地域ごとに取組みの温度差が

存在し，バイオマス利用がほとんど進んでいない

地域もあります。また，県民にとって木質バイ

オマスが一般的な選択肢になっているかといえば，

むしろ未
いま

だ特殊な選択肢だといっていいでしょう。

　環境意識の高いユーザーや特定の地域での導入

が一段落した今後こそ，普及啓発活動が重視され

ることになるでしょう。さらなる普及拡大は環境

意識の底上げによって実現されると思われますか

ら，継続的な普及啓発活動は今後さらに重要と

なっていくでしょう。

　（3）政策提言

　研究会の活動の大きな成果として政策提言が

あったことはすでに述べましたが，今後も政策提

言は重要な活動の一つとして位置づけられます。

循環型社会の実現を加速し森林との結びつきを確

かなものにしていく，といった次の社会システム

の形成に向けた政策提言を定期的に行っていく必

要があります。

　（4）情報の集積，発信

　研究会の担ってきた役割のうち，情報の集積と

発信は全国的な普及に伴ってその役割は薄らいだ

といえます。その一方で，今日の木質バイオマス

を巡る諸課題は，より地域的，具体的なものにな

りつつあり，そうした実践的課題に即した情報の

集積と発信は，より重要な意味を持っています。

また，企業による研究開発が進む中で，必要と

される情報が公になりにくくなってきており，そ

うした社会的に必要な情報を収集，発信していく

ことも求められています。

（5）会員間の自由な交流の場

木質バイオマスの取組みが地域的にも業態的に

も個別化していく傾向にあるなかで，比較的自由

な交流の「場」が貴重なものになっている点が指

摘されます。研究会という「場」において横断的

な連携が形成され，それが直接的間接的に今日の

飛躍に結びついていることは，実は最も重要で，

他地域にはない研究会の優れた特徴といえます。

●おわりに

これまで述べてきたように，木質バイオマスの

普及は，研究会の発足当初から比べれば格段の進

歩を遂
と

げましたが，その定着という点では，まだ

スタートラインに立ったばかりといえます。今後

も，会員相互の連携や親睦を深めながら，岩手の

風土・地域性に根差した循環型社会の形成に向け，

木質バイオマス利用の普及に取組んでまいりたい

と思います。

≪注≫　1）LL事業：JETRO（日本貿易振興会）が地域産業の国際化を支援するため，1996 年度から実施している「ローカル・
トゥ・ローカル産業交流事業（LL 事業）」。国内と海外の経済交流活動を支援することにより，技術・資本・デザイン等の
提携，共同研究・開発，部品・製品の相互調達等の多様な産業交流を展開することを目指し，地域経済の活性化を図るもの。
　2）バークペレット（樹皮ペレット）：樹皮を主体とした原料を用いて製造した木質ペレット。財団法人日本住宅・木材技
術センターが策定した木質ペレット品質規格原案（2007.9.21）では，ペレットを，木部ペレット，樹皮ペレット，全木（混
合）ペレットに大きく 3区分している。　3）木質バイオマスフォーラム：2004 年に開催したバイオマスサミットを引き継
ぐ形で，2005 ～ 2007年にかけて岩手県，盛岡市，岩手・木質バイオマス研究会の主催で開催されたシンポジウム。
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森林系技術者コーナー

Q：林業技士養成事業の再チャレンジ制度は，ど

のようになっているのですか。

A：林業技士養成事業の再チャレンジ制度として

は，これまで，日本森林技術協会が定める林業技

士養成事業実施要綱及び同実施細則の「Ⅱ林業技

士の資格認定」に基づいて，

　①前年度の通信研修のレポート未提出者及び成

績不合格者については，次年度に限り，無料で通

信研修の再受講が，また，

　②通信研修合格者で，スクーリング研修の未受

講者，成績不合格者については，同じく次年度に

限り，再び，有料でスクーリング研修の受講がで

きることが認められています。

　したがって，通信（レポート）試験の合格者で

あっても，3年目には，再び有料で通信研修から

受講していただくことになります。

　なお，無料か，有料かについては，次年度の予

算事情によって決められることから，「これまで

の養成研修では，そのようになっておりますが，

具体的には，次年度の 4 月以降に通知します。」

とお答えしているところですので，ご留意いただ

きたいと思います。

　資格要件審査については，この再チャレンジ制

度はありません。

（参考）林業技士養成事業実施細則

「Ⅱ　林業技士の資格認定」

2　養成研修の終了認定を受けることができなか

った者については，次年度に限り，通信研修及び

スクーリング研修の再受講を認めるものとする。

＊

Q：林業技士の英文名は何か。森林総合監理は何

と訳すのですか。

A：林業技士は，日林協のホームページの

English版では次のようになっています。

（Japanese registered）Forest Engineer

また，森林総合監理部門は，

Forest Comprehensive Technical Manage-

ment という訳が考えられます。

ご参考としていただけましたら幸いです。

林業技士養成研修 Q&A
―林業技士養成研修の再チャレンジ制度ほか―

（社）日本森林技術協会 林業技士事務局

〒 102-0085 東京都千代田区六番町 7
Tel 03-3261-6692 Fax 03-3261-5393 HP：http://www.jafta.or.jp

● CPD-012- 解説 -004-200804
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●コラム●

◆

新

刊

図

書

紹

介

◆

［
林
野
庁
図
書
館
・
本
会
普
及
部
受
入
］

□森と人間 生態系の森，民話の森　著者：田嶋謙三・神田リエ　発行所：朝日新聞社

（Tel 03-3545-0131）　発行：2008.1　B6 判　251p　本体価格：1,200 円

□手にとるように地球温暖化がわかる本　著者：村沢義久　発行所：かんき出版（Tel 03- 

3262-8011）　発行：2008.1　B6 判　237p　本体価格：1,400 円

□樹木と文明 樹木の進化・生態・分類，人類との関係，そして未来　著者：コリン・タッジ 

発行所：アスペクト（Tel 03-5281-2551）　発行：2008.1　B6 判　522p　本体価格：3,800

円

□近世吉野林業史　著者：谷 彌兵衛　発行所：思文閣出版（Tel 075-751-1781）　発行：

2008.1　A5 判　507p　本体価格：9,300 円

○究極の森林　著者：梶原幹弘　発行所：京都大学学術出版会（Tel 075-761-6182）　発行：

2008.3　四六判　204p　本体価格：1,800 円

○イラスト図解 林業機械・道具と安全衛生　編：月刊『林業新知識』　文・イラスト：鶴岡政

明　発行所：全国林業改良普及協会（Tel 03-3583-8461）　発行：2008.3　四六判　207p　

本体価格：1,900 円

○イラスト図解 造林・育林・保護　編：月刊『林業新知識』　文・イラスト：鶴岡政明　発行

所：全国林業改良普及協会（Tel 03-3583-8461）　発行：2008.3　四六判　207p　本体価格：

1,900 円

注：□印＝林野庁図書館受入図書　○印＝本会普及部受入図書

　木材は有機物質であるため，燃焼する。燃焼す

るので薪であり，最近ではバイオ燃料としてチッ

プ燃料や木質ペレットなどが話題になっている。

一方，燃えるがゆえに「木材は火に弱い」，さら

には「木造は火事で危険」といわれてきた。事実，

未
いま

だに火事の報道がされると「木造 2階建」，「木

造平屋建」で死者というように，「木造」がつく

ことが多い。「鉄筋コン

クリート造」とか「鉄骨

造」が頭につくことはほ

とんどない。消火活動や

避難時における，建物崩

壊，熱や炎の拡大遅延を

考慮すると，単純に木材

とか木造で規制すること

の不合理性が指摘されて

きた。とはいうものの古

い木造の火の回りが早いことは今もって紛れもな

い事実である。

　1998 年に改正された建築基準法（改正基準法

と呼ばれている）で建築基準の防耐火性能の規定

が導入され，木造にとって自由度の高い設計が可

能となった。10 年ほど経過してみると，要求さ

れる防耐火性能に即した木造建築物が各地で見ら

れるようになってきた。

　その性能を法律の表現で記すと頭が痛くなるこ

とが多いので，簡単にいうと準防火，防火性能は

建物周囲からの火災に抵抗するための性能であり，

前者は外壁に，後者は外壁と軒裏に適用され，そ

の耐える時間で区分されている。準耐火，耐火は

建物周囲と建物内部の両方の火災に対抗するため

に要求される性能で，す

べての主要構造部が対象

となり，前者は 3階建て

以下，後者は大規模建築

物や特殊建築物が主とし

て対象となっている。

　さて，そこで対象とな

る木材，主として製材で

あるが，日本農林規格，

寸法などの仕様によって

使用の可否が生じる。木であれば何もしなくて良

いという状況ではない。各種室内における内装制

限についても，板厚や施工仕様などで可能性は大

きく拡大しており，木材の専門性が問われている。

　蛇足ながらどんな防耐火性能を有した建築物で

あろうと，「火の用心」を忘れてはならない。

木造の防耐火構造

有
あり

馬
ま

孝
たか

禮
のり

宮崎県木材利用技術センター 所長
東京大学 名誉教授
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味
し
か
っ
た
〝
そ
ば
〟
を
二
、三
紹
介

し
ま
す
。

１　

山
形
県
の
板
そ
ば

　

山
形
県
は
、
山
形
そ
ば
街
道
と
称
し

て
近
ご
ろ
は
顧
客
の
評
判
が
高
い
よ
う

で
す
。
駅
長
推
薦
の
そ
ば
屋
だ
け
で
も

約
六
〇
店
あ
り
ま
す
。

　

山
形
、
特
に
村
山
地
方
は
板
そ
ば
が

多
く
、
地
粉
で
打
っ
た
コ
シ
の
強
い
そ

ば
で
す
。
大
き
な
木
の
箱
に
そ
ば
を
盛

っ
て
出
し
て
く
れ
ま
す
。
さ
あ
食
べ
よ

う
と
、
食
欲
が
わ
き
ま
す
。
そ
ば
の
香

り
を
感
じ
田
舎
そ
ば
そ
の
も
の
で
す
。

２　

福
島
県
の
山
都
町
、
大
内
宿
の
そ
ば

　

山
都
町
、
大
内
宿
の
そ
ば
は
、
予
約

し
て
あ
る
と
茹
で
て
水
切
り
し
た
ば
か

り
の
そ
ば
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
山
都
町

は
水
う
ど
ん
も
美
味
で
す
。

３　

新
潟
県
の
へ
ぎ
そ
ば

　

へ
ぎ
そ
ば
は
、
器
は
山
形
県
の
板
そ

ば
に
似
て
い
ま
す
が
、
つ
な
ぎ
に
海
藻

を
入
れ
た
そ
ば
が
多
い
よ
う
で
す
。
魚

沼
市
（
旧
入
広
瀬
、
湯
之
谷
村
）
の
山

間
部
で
食
べ
た
そ
ば
は
、
そ
ば
の
香
り

と
の
ど
越
し
が
よ
く
美
味
で
す
。

４　

長
野
県
の
戸
隠
、
穂
高
町
の
そ
ば

　

そ
ば
と
言
え
ば
、
信
州
そ
ば
、
長
野

県
に
は
そ
ば
の
専
門
店
が
多
い
。
筆
者

も
善
光
寺
、
戸
隠
に
行
く
た
び
に
そ
ば

を
食
べ
ま
す
が
、
穂
高
町
の
そ
ば
も
美

味
で
す
。
注
文
を
受
け
て
か
ら
主
人
が

こ
ね
、
切
り
、
茹
で
る
の
で
時
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
周
囲
の
山
々
を
眺
め
夏 

は
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
待
ち
ま
す
。

素そ

朴ぼ
く

な
店
で
冷
た
い
ざ
る
そ
ば
は
実
に

美
味
で
す
。

　

一
昨
年
開
田
村
に
し
ば
ら
く
ぶ
り
で

入
り
、〝
と
う
じ
そ
ば
〟（
写
真
④
）
を

注
文
し
ま
し
た
。
と
う
じ
か
ご
と
お
た

ま
を
使
っ
て
食
べ
る
の
は
旅
の
疲
れ
が

癒い
や

さ
れ
ま
す
。
寒
い
と
き
に
も
う
一
度

賞
味
し
た
い
逸
品
で
す
。

　

そ
の
他
関
東
近
県
に
も
紹
介
し
た
い

美
味
な
逸
品
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

そ
ば
と
人
と
の
か
か
わ
り

　

そ
ば
は
、
山
村
の
食
文
化
で
あ
り
、

健
康
食
品
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ソ
バ
を
作
ら
な
い
地
域
が
あ
り
ま

す
。

　

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
年
）
の
三

増
峠
の
合
戦
で
敗
れ
た
武
田
軍
勢
の
一

部
が
夜
道
に
退
路
を
誤
っ
て
南
に
逃
げ

市
島
（
厚
木
市
棚
沢
）
ま
で
来
た
と
き
、

一
面
に
咲
い
て
い
る
ソ
バ
の
花
を
海
の

白
波
と
見
間
違
え
、
中
津
川
の
川
音
を

海
鳴
り
と
勘
違
い
し
て
、
北
条
の
領
地

に
入
り
込
ん
だ
と
思
い
自
害
し
た
。
以

来
こ
の
地
で
は
落
人
の
供
養
の
た
め
ソ

バ
を
作
ら
な
い
と
言
い
ま
す
。

　

の
し
終
わ
る
と
、
そ
ば
を
切
り
や
す

く
す
る
た
め
に
た
た
み
、
め
ん
切
り
包

丁
で
切
り
ま
す
。
神
山
さ
ん
は
、
こ
ま

板
を
使
わ
ず
に
太
さ
を
揃そ

ろ

え
て
仕
上
げ

ま
す
。
茹
で
る
お
湯
が
で
き
る
ま
で
、

そ
ば
を
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
平
た
い
四

角
の
缶
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

　

お
湯
が
沸ふ

っ

騰と
う

し
た
ら
、
そ
ば
を
軽
く

取
り
上
げ
て
打
ち
粉
を
払
い
な
が
ら
茹

で
ま
す
。
そ
ば
同
士
が
く
っ
つ
く
こ
と

の
な
い
よ
う
に
箸は

し

で
静
か
に
か
き
回
し

ま
す
。
二
分
ほ
ど
茹
で
る
と
、
そ
ば
は

浮
い
て
き
ま
す
か
ら
急
い
で
手
付
き
ざ

る
で
掬
い
冷
水
で
洗
い
そ
ば
の
ぬ
め
り

を
取
り
、
水
切
り
を
す
る
と
、
コ
シ
の

あ
る
そ
ば
が
で
き
上
が
り
ま
す
（
写
真

③
）。

　

今
回
の
そ
ば
つ
け
汁
は
、
神
山
家
特

製
の
ヤ
マ
ド
リ
の
肉
と
ニ
ン
ジ
ン
、
ネ

ギ
な
ど
の
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
汁

で
、
前
回
三
月
に
賞
味
し
た
つ
け
汁
と

違
っ
た
味
で
季
節
と
合
わ
せ
た
気
配
り

の
汁
で
、
体
も
温ぬ

く

も
り
美
味
で
す
。

　

関
さ
ん
、
神
山
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各
地
の
美
味
し
い
そ
ば

　

食
べ
物
の
好
き
き
ら
い
は
、
人
に
よ

っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
無
理
に

は
薦す

す

め
ま
せ
ん
が
、
筆
者
が
食
べ
て
美

▲写真④ とうじそば（上）と，とうじかご，おたま（下）

▼写真③
美味しい神山さんの手打ちそば

▼写真②　神山さん

▲写真①
関さんの指導を受ける筆者
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食
材
…
①
そ
ば
粉
、
②
つ
な
ぎ
、
③

打
ち
粉
（
そ
ば
粉
）。

　

用
具
…
①
木き

鉢ば
ち

（
最
近
は
金
属
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
も
見
ら
れ
る
）、
②
の

し
板
、
③
め
ん
棒
（
の
し
棒
）、
④
め

ん
切
り
包
丁
、
⑤
鍋な

べ

、
⑥
ざ
る
。

関
さ
ん
指
導
に
よ
る
体
験

　

食
材
は
、
そ
ば
粉
三
五
〇
ｇ
、
つ
な

ぎ
と
し
て
小
麦
粉
一
五
〇
ｇ
を
木
鉢
に

入
れ
て
よ
く
混
ぜ
、
水
二
五
〇
㏄
（
冬

は
湯
を
用
い
る
）
を
加
え
て
よ
く
か
き

混
ぜ
、
よ
く
こ
ね
ま
す
。
こ
ね
た
ら
丸

く
し
て
の
し
板
に
打
ち
粉
を
敷
い
て
載

せ
、
め
ん
棒
で
手
前
か
ら
奥
に
押
し
な

が
ら
広
げ
、
厚
さ
を
均
一
に
し
ま
す
。

な
か
な
か
均
等
に
で
き
ず
、
や
り
直
し

の
連
続
で
す
（
写
真
①
）。
そ
の
う
ち

に
蕎そ

麦ば

が
乾
き
弾
力
性
が
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
、
関
さ
ん
は
「
そ
ば

が
風か

邪ぜ

を
引
く
」
と
言
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
ま
た
水
を
加
え
こ
ね
直
し
、
の
し

ま
す
。
の
し
が
終
わ
る
と
そ
ば
を
た
た

ん
で
切
り
ま
す
。
こ
れ
が
ま
た
、
細
く

切
る
の
に
苦
労
し
ま
す
。
よ
う
や
く
切

り
終
わ
っ
て
茹ゆ

で
て
冷
た
い
水
で
洗
い

水
切
り
し
て
で
き
上
が
り
で
す
。

　

ネ
ギ
の
薬
味
で
賞
味
し
ま
し
た
。
腰

が
少
し
疲
れ
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
楽

し
い
そ
ば
打
ち
体
験
で
す
。

　

関
さ
ん
に
、
そ
ば
打
ち
の
ポ
イ
ン
ト

を
尋
ね
る
と
、
一
は
挽ひ

き
た
て
（
粉
つ

く
り
）、
二
は
打
ち
た
て
（
そ
ば
粉
の

こ
ね
、
の
し
、
そ
し
て
切
り
方
）、
三

は
茹
で
た
て
と
言
い
ま
す
。

神
山
さ
ん
の
そ
ば
打
ち

　

神
山
さ
ん
か
ら
、
畑
か
ら
ソ
バ
を
刈

り
取
り
よ
う
や
く
新
粉
が
で
き
た
の
で
、

い
つ
で
も
新
し
い
粉
で
そ
ば
を
打
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
と
の
連
絡
を
い
た
だ
い

た
の
は
十
一
月
上
旬
で
す
。

　

さ
っ
そ
く
参
上
し
、
神
山
家
の
長
い

間
の
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
〝
そ
ば
打

ち
〟
の
極
意
を
伺
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

１　

そ
ば
粉
つ
く
り

　

そ
ば
粉
は
、
そ
ば
を
打
つ
一
、
二
日

前
に
つ
く
り
ま
す
。

は
じ
め
に

　

今
回
は
、
筆
者
の
そ
ば
打
ち
体
験
と

各
地
で
食
べ
た
美お

味い

し
い
そ
ば
を
紹
介

し
ま
す
。

そ
ば
打
ち
体
験

　

昨
年
八
月
中
旬
に
、
群
馬
県
川
場
村

の
た
ん
ぽ
ぽ
会
員
関

公
子
さ
ん（
七
〇

歳
）
の
お
宅
に
、
川
場
村
の
そ
ば
食
文

化
を
取
材
に
伺

う
か
が

う
と
、
話
を
聞
く
よ
り

も
体
験
が
先
と
諭さ

と

さ
れ
て
、
急
き
ょ
そ

ば
打
ち
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

十
二
月
初
旬
に
栃
木
県
鹿
沼
市
（
旧
粟

野
町
）
で
神
山
雅
子
さ
ん
（
七
十
八
歳
）

の
そ
ば
打
ち
を
取
材
し
ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
で
準
備
す
る
も
の

　

乾
燥
し
た
ソ
バ
の
実
（
玄げ

ん

蕎そ

麦ば

）
を

手
動
の
石
臼
で
軽
く
挽
い
て
、
黒
褐
色

の
外
殻
を
除
く
と
丸
み
を
帯
び
ま
す
。

こ
れ
を
再
度
石
臼
で
挽
く
と
、
白
い
そ

ば
粉
が
で
き
ま
す
。
最
近
は
製
粉
機
を

使
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

２　

そ
ば
打
ち

　

神
山
家
は
、
そ
ば
粉
と
小
麦
粉
の
混

合
割
合
を
そ
ば
粉
九
割
、
小
麦
粉
一
割

と
し
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
九く

一い
ち

そ
ば
で
す
。

今
回
用
い
た
混
合
粉
は
一
・
六
八
㎏（
一

升
六
合
）で
す
。
こ
れ
に
日
本
酒
約
〇
・

二
七
ℓ
（
一
・
五
合
）
と
お
湯
を
混
ぜ

た
も
の
を
粉
に
十
分
回
る
よ
う
に
振
り

か
け
ま
す
。
お
湯
の
量
は
ふ
だ
ん
は
酒

と
同
量
で
す
が
、
今
回
は
そ
ば
粉
が
新

粉
で
水
気
を
よ
く
吸
う
の
で
、
約
〇
・

五
四
ℓ
（
三
合
）
に
し
ま
し
た
。
こ
う

す
る
と
、
茹
で
上
が
っ
た
そ
ば
が
く
っ

つ
か
ず
食
べ
や
す
い
と
言
い
ま
す
。

　

次
に
つ
な
ぎ
と
し
て
、
自
家
栽
培
の

ヤ
マ
ト
イ
モ
約
三
〇
〇
ｇ
を
お
ろ
し
金

で
す
り
お
ろ
し
、
さ
ら
に
、
そ
ば
の
味

を
よ
く
す
る
た
め
に
鶏
卵
三
個
を
と
い

て
加
え
、
手
水
を
使
い
な
が
ら
よ
く
こ

ね
ま
す
。

　

次
に
の
し
板
の
上
に
打
ち
粉
を
振
り
、

の
し
棒
で
の
し
ま
す
。
何
回
も
繰
り
返

し
な
が
ら
の
し
て
、
徐
々
に
広
げ
ほ
ぼ

四
角
形
に
の
し
ま
す
（
写
真
②
）。

山
村

　
　

の

食
文
化

今
月
の
お
品
書
き　

三
十
二
の
膳

そ　

ば　

（2）

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授　

杉す
ぎ
う
ら浦

孝た
か
ぞ
う蔵



森林技術　No.793　2008.438

●コラム●

森林技術　No.793　2008.4

●コラム●

　地球規模で環境問題への取組み

が課題となる中で，森林が環境に

大きな役割を果たしていることは

よく知られている。森林が環境に

果たす役割について広く伝える森

林環境教育の取組みも進められて

いる。では，「森林と環境」との

関係についての説明を求められた

ら，どうであろうか。森林と環境

の話をするには，幅広い内容をと

らえ，さらに近年の国際的な動向

も踏まえていないと難しいのでは

ないだろうか。この困難な課題に

直面しているのが，森林・林業に

関する専門高校である。この課題

に応えるべく，高校生など初心者

のために森林と環境について解説

した画期的な入門書が高校教師ら

により編纂，出版されていたので，

ここに紹介する。

　本書は，入門書と言っても幅広

い内容が詳しく解説されている。

本書を構成するキーワードを挙

げると，1章は森林減少の歴史と

地球サミット，2章は温暖化と酸

性雨，3章は生物多様性，4章は

日本の森林利用の変化と自然保護，

5 章は人工林問題と市民参加など

である。この中には，フィリピン

やアマゾンなど海外の事例やカラ

本
の
紹
介

　去る，3月 28 日，政府は「京

都議定書目標達成計画」（以下，

目達計画）を閣議決定した。今年

から第 1約束期間に突入しており，

温暖化対策も待ったなしの状況で

ある。特に 7月 7～ 9日には温暖

化対策が主要テーマとなる「洞爺

湖サミット」も開催されることか

ら，わが国が温暖化対策において

国際的にリーダーシップを発揮す

るためにも 6％削減約束の達成に

向けた取組みをアピールすること

は重要になろう。この目達計画の

中で，森林による吸収量で 1,300

万炭素トン（3.8％分に相当）を

確保することを目標とすることが

位置づけられている。このため，

昨年 2月から官民一体となって取

り組んでいる「美しい森林づくり

推進国民運動」をさらに展開し，

国民全体に森林を手入れすること

の重要性を浸透させていくことが

必要となる。来たる GW 期間中

の 5月 4日はみどりの日。国民が

緑に親しむ日との観点から，国公

立公園の無料開放などを全国で実

施する予定。また，5月 10 ～ 11

日には東京・日比谷公園で「みど

りの感謝祭」が開催される。今年

も苗木の無料配布が行われる予定

だ。GW 期間中に家族みんなで

森林の大切さについて考える良い

機会として参加してみてはいかが

だろうか。こうした取組み一つひ

とつが 6％削減約束の達成につな

がるものとなる。「伝えたい木の

文化，残したい美しい森」の精神

に基づき，まず一人ひとりができ

ることに取り組んでいく気持ちを

大事にしたい。なお，「美しい森

林づくり推進国民運動」について

は，下記 URL で紹介されている。

 （チーム・マイナス 3.8％）

( この欄は編集委員が担当しています )

京都議定書 6％削減約束の達成に向けて

依光良三・小林那々緒 著

入門 環境保護と森林
発行所：（有）冨士書房
　2006 年 5 月発行　A5 版　167p
　定価：1,200 円（税込み，送料別）
本書購入等の連絡先：�高知県立高知農業高校森林総合科

小林那々緒宛
　〒 783-0024　高知県南国市東崎 957-1
　TEL 088-863-3155　FAX 088-863-6209

http://www.rinya.maff.go.jp/utsukushiimoridukuri.html

ひびく
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( この欄は編集委員が担当しています )

こ
だ
ま

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

　40 歳を過ぎてから，お腹の周りの肉が目

立ってきた。食事もコレストロールに気をつ

けているにもかかわらず，悪玉コレストロー

ルの値は基準を超え，体重は増える一方であ

る。高脂血症は，30 歳を過ぎてからかかった。

しかし，そのときは体重は気にならない程度

であったので，経過を見ていた。高脂血症は，

そのままにしておくと動脈硬化を引き起こし，

脳卒中や心筋梗
こう

塞
そく

といった死に至る病気の原

因になる病気であり，メタボリック症候群と

密接に関係するそうである。一昨年から，お

腹のお肉が気になり，食事等を気をつけてい

たが，改善が見られない。また，太ってくる

と億
おっ

劫
くう

になって，運動をしたくなくなる。適

度な運動が必要なのである。毎日 30 分の運

動もしくは，60 分の運動を週 3回やること

が必要だ。また，ストレスも良くないそうだ。

脳にストレスを受けると，新陳代謝等の機能

が低下し，肥満になる。心身ともに健康でな

ければ，メタボリック症候群は防げないので

ある。

　私は，改善の余地がないため，医師に相談

し，薬事療法を取ることにした。薬によって

は肝機能に副作用を及ぼすものもあるようで

あるが，最近では副作用も少なく，服用回数

も少ない薬があるようである。

　いずれにしても，肉や揚げ物等の油が多い

食事に気をつけ，カロリーの高いお酒も少し

にし，適度な運動に心がけなければならない，

また，ストレスも溜
た

めないようにしなければ

ならない。自覚症状がないから，真剣に考え

てこなかったツケがきてしまった。薬代もか

かる。

　今月（4月）から，医療制度改革により健

康診断において，メタボリック・シンドロー

ムに関する検査が追加されるそうだ。最近，

お腹の周りの肉が気になってきた諸君，気を

つけたほうがいい。自覚症状がないから，ジ

ワリジワリと症状は進む。日ごろからの心が

けが重要である。

 （スモーキーベアー）

ー写真，生物多様性に関する年表

などの最新情報，さらに詳しく知

りたい人向けの補論も掲載されて

いる。

　本書は，林業を担当する高校教

師と，環境問題に造詣の深い専門

家との共著である。著者の勤務す

る高知農業高校では「森林環境」

が学校独自の科目として教えられ

ているが，文部科学省による教科

書は 10 年に 1度しか改訂されな

いため，不足する情報を補う教材

として本書が活用されている。各

ページには理解を助けるための図

表や写真がふんだんに盛り込まれ，

初心者向けの教科書としての工夫

がなされており，非常にわかりや

すい。さらに，自然科学に関する

研究，随筆を表彰する寺田虎彦賞

（平成 18 年度）を受賞している点

でも注目される。

　森林や環境について学ぶ高校生

や大学生のテキストとしてはもち

ろんのこと，森林について教えた

い学校の先生や一般の方々の興味

もそそる一冊であると思う。また，

森林にかかわる近年の動向を手軽

に押さえるための解説書としても

役立つようになっている。森林・

林業関係者を含む多くの方に一読

をお薦めしたい。

　（森林総合研究所 多摩森林科学園

／井上真理子）
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平成 19 年度　森林情報士 合格者氏名

（平成 19 年度　森林系技術者資格認定合格者）

平成 20 年 3 月 14 日　　社団法人　日本森林技術協会

● 森林情報士制度は，空中写真やリモートセンシングからの情報の解析技

術，GIS 技術等を用いて森林計画，治山，林道事業，さらには地球温

暖化問題の解析などの事業分野に的確に対応できる専門技術者を養成す

ることを目的に平成 16 年度から実施しています。平成 19 年度は，昨年

8月，森林 GIS2 級部門の研修が実施されました。

● 平成 19 年度の研修結果は，3月 14 日に開催した森林系技術者養成事業

運営委員会（委員長：佐々木惠彦氏）による審査で，当研修修了者の森

林情報士資格認定者（合格者）が決定しました。

　 　これらの資格認定者は，（社）日本森林技術協会の森林情報士名簿に登

録することによって「森林情報士」の称号が付与されます。

● 今後，森林情報士は，わが国の森林資源にかかわる各種調査や森林計画

業務ならびに森林整備等において中核的な担い手として，その重要性が

一層増加するものと期待されます。

１．森林 GIS2 級（20 名）

都道府県名 氏　名
東　　　京 岩 本 愛 子
三　　　重 西 尾 　 昇
長　　　野 野 本 宏 一
北　海　道 藤 田 昌 也
栃　　　木 菱 沼 政 雄
埼　　　玉 石 塚 公 人
北　海　道 高 森 　 淳
北　海　道 木下あずさ
北　海　道 澤 田 敏 史
愛　　　知 吉 橋 秀 典
高　　　知 長 井 宏 賢
東　　　京 菅 野 明 芳
北　海　道 森 谷 竹 志
山　　　形 諸 橋 伸 忠
東　　　京 花 房 典 昭
山　　　形 布 施 和 則
山　　　形 大 山 正 平
埼　　　玉 森 岡 千 恵
大　　　分 川 津 憲 治
東　　　京 手 島 茂 晴

● 所定の大学等の単位を取得すると，森林情報士 2級の資格が得ら

れる「森林情報士 2級資格養成機関登録制度」を平成 17 年度から

実施しております。平成 19 年度は，2月 20 日の第 2回森林情報士

2級資格養成機関登録委員会（委員長：木平勇吉氏）の審議を経て，

3月 14 日に開催した森林系技術者養成事業運営委員会（委員長：

佐々木惠彦氏）で承認を得て，次の大学等を登録認定しました。

● 認定校として認定を受けた大学等…信州大学，三重大学。

● 所定の単位には達しないが，卒業後の経験年数等により 2級の資

格が授与される準認定校…信州大学，静岡県立農林大学校，鹿児

島大学，日本大学。

≪森林情報士 2級資格養成機関登録認定≫

森林情報士事務局

Tel 03-3261-6968
Fax 03-3261-5393

≪森林情報士 2 級資格養成機関年度別・部門別登録状況≫

区分
森林航測 森林リモートセンシング 森林 GIS

認定校 準認定校 認定校 準認定校 認定校 準認定校

19 年度 ― 静岡県立農林大学校 信州大学 鹿児島大学
日本大学 1）

三重大学 信州大学
鹿児島大学
日本大学 1）

18 年度 ― ― 高知大学 2） 千葉大学 島根県立農業大学校
長野県林業大学校
群馬県立農林大学校

高知大学 3）

東京農業大学
山形大学

17年度 ― 京都府立大学 新潟大学
琉球大学

東京農工大学

日本大学
京都府立大学
高知大学

高知大学 日本大学
京都府立大学

1）日本大学の森林リモートセンシング部門及び森林 GIS 部門は科目名等変更による再申請。
2）18 年度森林リモートセンシング部門の高知大学は認定校への申請変更。
3）18 年度森林 GIS 部門の高知大学は科目名変更による再申請。
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● 林業技士制度は，森林・林業に関する専門的業務に従事する技術者を養成し，その技術水準を向上させる

ことにより，わが国の森林・林業の発展に寄与することを目的として昭和 53 年から実施している。これ

までに森林評価，森林土木，林業機械，林業経営，森林環境，林産及び森林総合監理の 7部門で林業技士

として登録された者は約 9,700 名に達しており，全国の林業経営や森林土木事業の第一線で活躍している。

● 平成 19 年度の林業技士養成研修及び資格認定審査の結果については，3月 14 日に開催した森林系技術者

養成事業運営委員会（委員長：佐々木惠彦氏）による審査で，同研修修了者等の林業技士登録資格認定が

下記のとおり決定した。

● これらの資格認定者には，（社）日本森林技術協会の林業技士名簿に登録することによって「林業技士」及

び「森林評価士」の称号が付与され，森林整備事業の担い手としてその重要性が一層増加するものと期待

されている。

●なお，林業技士制度は，平成 19 年度から 5 ヶ年ごとの登録更新が必要となった。

Ⅰ養成研修の部（434名）

1．森林評価部門（49名）

都道府県名 氏 名
北海道 佐々木将統
北海道 須 合　 賢
北海道 唐 箕　 基
北海道 今 田 秀 樹
北海道 大 森 丈 士
北海道 笠 倉 信 暁
青　森 日 下 利 明
岩　手 菅 野 浩 幸
岩　手 赤 澤 由 明
秋　田 北 嶋　 豊
秋　田 鈴木日出美
秋　田 吉 川　 智
秋　田 花 田 健 介
秋　田 佐々木甲悦
秋　田 佐々木　敦
山　形 大 地 広 美
山　形 渡 部 俊 広
山　形 佐 藤 弘 行
山　形 白 井 利 英
山　形 井上由紀雄
群　馬 永 井　 寛
埼　玉 久 下 武 男
東　京 山 根 慎 次
東　京 米田安範

神奈川 工 藤 達 也
神奈川 水 上 正 昭
新　潟 斎 藤 修 一
長　野 新 津 清 秀
長　野 宮 澤 重 徳
長　野 辰 野 一 夫
長　野 伊 藤 裕 之
長　野 纐 纈　 傑
岐　阜 桑 田 喜 夫
岐　阜 大久保利文
愛　知 植 田 洋 二
愛　知 木 内　 桂
三　重 木 下　 徹
奈　良 佐 藤 浩 行
和歌山 市 川 秀 樹
徳　島 濵 田 浩 二
愛　媛 山 下 直 樹
愛　媛 正 岡 光 彦
高　知 嶋 崎 末 喜
福　岡 吉 本 幹 夫
熊　本 中 村 健 作
宮　崎 長 倉 敏 幸
宮　崎 徳 丸 康 博
宮　崎 河 野 通 貴
宮　崎 長 友 孝 文

2．森林土木部門（86名）

都道府県名 氏 名
青　森 滝 内 康 治
青　森 藤 田　 勧
岩　手 加瀬澤　勲
岩　手 古 澤 一 峰
岩　手 佐 藤 宏 実
岩　手 伊 原 健 雄
岩　手 平 賀 史 倫
岩　手 竹 林 正 喜
岩　手 金 澤 優 子
岩　手 田 代 公 一
岩　手 浅 沼 一 郎
岩　手 長谷川啓二
宮　城 佐 藤　 高
宮　城 櫻 井　 正
宮　城 佐 藤　 昇
秋　田 尾留川陵一
秋　田 熊谷久代司
秋　田 村 上 幸 二
秋　田 小 番 隆 男
秋　田 佐々木政美
秋　田 鈴 木　 悟
秋　田 畠 山 淳 也
山　形 池 田　 徹
山　形 加 藤 寛 喜
山　形 伊 藤 泰 広

山　形 樋 口 哲 也
茨　城 横須賀　徹
茨　城 小 室 昭 治
茨　城 岡 野 浩 幸
栃　木 相 馬 宣 規
栃　木 樋 口 修 一
栃　木 阿 部　 光
群　馬 村 上 義 隆
群　馬 前 川 峰 志
群　馬 新 谷 哲 也
埼　玉 佐 保 昇 児
埼　玉 小 松 広 明
千　葉 野 田　 龍
千　葉 高 橋 靖 卓
東　京 児 島 知 行
新　潟 高 野 広 明
新　潟 鈴 木　 隆
新　潟 高 橋 明 夫
新　潟 平 賀 謙 一
石　川 三 浦 一 文
山　梨 木 内 利 治
山　梨 高 柳　 亘
山　梨 清 水 信 之
長　野 山 本 健 太
長　野 宮沢美紀恵
長　野 大 澤 和 明
長　野 中 村 國 彦

長　野 湯 沢 要 次
長　野 北 原 辰 志
岐　阜 飯 沼 順 司
岐　阜 青 木 良 明
静　岡 山 本 法 夫
静　岡 古 澤 辰 郎
静　岡 山 下 賢 也
静　岡 小 林 弘 和
静　岡 山 城　 剛
三　重 磯 田 泰 之
京　都 光 石 正 裕
兵　庫 足 立 博 文
兵　庫 山 根 乙 二
兵　庫 森 口　 誠
兵　庫 村 里　 勲
兵　庫 堤 田 直 人
兵　庫 谷 垣　 一
岡　山 伊 達 幸 和
広　島 阿 部 敬 三
広　島 加 藤 雅 規
広　島 池 田 基 弘
広　島 阿 部 利 弥
徳　島 丸 田 昌 幸
徳　島 塩 田　 勝
香　川 三 野 博 道
高　知 萩 野 裕 章
長　崎 田 村　 長

平成19年度　林業技士及び森林評価士 合格者氏名
（平成 19 年度　森林系技術者資格認定合格者）

平成 20 年 3 月 14 日　　社団法人　日本森林技術協会　
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長　崎 朽 原 元 樹
大　分 大原雄二郎
宮　崎 佐 藤 公 一
宮　崎 田 原 清 信
宮　崎 奈 須 隆 男
鹿児島 新 福 一 弘
鹿児島 池 田　 浩

３．林業機械部門（44名）

都道府県名 氏 名
北海道 丹 治 昌 徳
北海道 宮 本　 廣
北海道 真 鍋 光 幸
北海道 関 口 昭 彦
北海道 小 西 幸 一
青　森 中野渡　悟
岩　手 鈴 木 信 男
岩　手 中 田　 勝
岩　手 山 内 達 雄
宮　城 石 田 竜 也
宮　城 那須野秋彦
秋　田 佐 藤 長 悦
秋　田 松 渕 善 弘
山　形 丹　 四 郎
山　形 遠 田 勝 一
山　形 髙橋美智雄
山　形 高 橋 俊 雄
福　島 山 下 公 一
茨　城 吉 成 良 二
茨　城 堀 江 賢 一
茨　城 神 長　 計
埼　玉 畑　 俊 充
長　野 中 山 昭 彦
岐　阜 平 野 喜 隆
静　岡 渡 辺 善 己
静　岡 安 間 訓 明
三　重 寒 川 卓 美
三　重 服 部 和 徳
滋　賀 窪 内　 晃
京　都 竹 内 一 治
兵　庫 八 木 数 也
兵　庫 杉 下 勇 己
岡　山 向 井 王 則
岡　山 板 坂 秀 人
岡　山 木 村 淳 二

広　島 山 岡 健 史
福　岡 上 田 信 義
長　崎 久 間　 洋
大　分 松 尾 正 信
宮　崎 山 口 俊 二
宮　崎 長谷川　仁
宮　崎 金 丸 俊 雄
宮　崎 蛯 原 政 志
鹿児島 橋 元 和 博

４．林業経営部門（218名）

都道府県名 氏 名
北海道 城 石 保 廣
北海道 吉 田 栄 一
北海道 阿 垣 俊 正
北海道 寺西建太郎
北海道 伊藤喜美雄
北海道 祐 川 順 一
北海道 田 中 将 文
北海道 松 永 直 樹
北海道 矢 田 博 次
北海道 鎌 中　 達
北海道 飯 田 康 弘
北海道 藤 本 鐵 男
北海道 石 原 祐 次
北海道 石 原 憲 次
北海道 中 口 泰 平
北海道 西 井 孝 紀
北海道 石 田 一 磨
北海道 安 藤　 剛
北海道 安 藤　 仁
北海道 山 崎 武 志
北海道 池 田 浩 一
青　森 中野渡　倫
青　森 山 田 佳 紀
青　森 山 崎　 力
青　森 大 平 正 善
青　森 北 上 英 輝
青　森 村 上 共 生
岩　手 三 浦 文 雄
岩　手 村 木 享 慈
岩　手 菊 池　 宏
岩　手 立 花 光 穂
岩　手 西 前 明 男
宮　城 照井文貴子

宮　城 太 田 正 敏
宮　城 渡辺みきえ
宮　城 島 貫 智 秀
宮　城 中山真智子
秋　田 佐 藤 政 敏
秋　田 原 嶋 広 行
秋　田 田 口 優 子
秋　田 藤 村 順 子
秋　田 遠 藤　 到
秋　田 斉 藤 誠 司
山　形 石 山　 豊
山　形 荒 生　 勇
山　形 五十嵐政典
山　形 小 関 一 也
山　形 皿 谷 義 幸
山　形 平　 昭 美
福　島 石黒けい子
福　島 境 原 尉 夫
福　島 千葉ヤス子
福　島 五十嵐幹哉
福　島 広 野 斗 南
福　島 草 野　 宏
茨　城 谷田部弘美
茨　城 藤 田 友 晴
群　馬 山 本 雄 吉
群　馬 堀 込 伸 洋
群　馬 斎 藤 政 幸
埼　玉 森 田 芳 樹
千　葉 髙 野 幸 一
千　葉 宮 崎 治 夫
東　京 中 井 康 貴
神奈川 柳 川 敏 彦
神奈川 谷　 善 造
神奈川 栗 原 昭 一
神奈川 高 橋 正 二
神奈川 星 山 豊 房
神奈川 湯 川 妃 富
神奈川 湯 川 直 久
神奈川 岩 本 光 生
神奈川 井 上　 浩
神奈川 柴 田 陽 子
石　川 野 村　 望
福　井 辻 端 武 彦
長　野 樽 沢　 明
長　野 大 平　 健

長　野 藤 城 秀 行
長　野 小 林　 健
長　野 曽 根 成 明
長　野 横 山 繁 樹
長　野 中 野 忠 夫
長　野 片 桐　 浩
長　野 柴 垣 嘉 和
長　野 古 谷 武 仁
長　野 川 上 勝 彦
長　野 長 岡　 功
岐　阜 片 桐 昌 樹
岐　阜 和 田 匡 弘
岐　阜 安 江 正 秀
岐　阜 榊 間 治 也
静　岡 山 崎　 亨
静　岡 野 澤 利 通
静　岡 尾 崎 友 昭
静　岡 北 田 隆 良
愛　知 田 中 義 治
愛　知 真 柄 泰 央
愛　知 狩 野 光 広
愛　知 樋 口 奈 央
三　重 仲　 宜 孝
三　重 石 垣 久 志
三　重 宇 田 典 弘
三　重 鵜 子 嘉 彦
三　重 千 種 要 道
三　重 濱 口 二 生
三　重 山 路 敏 夫
三　重 結 城　 博
三　重 坂 東 浩 二
滋　賀 大 江 末 治
滋　賀 外 池 純 孝
滋　賀 有 田 満 弘
滋　賀 上 田　 剛
滋　賀 森　 宏 昭
大　阪 武 田 浩 二
大　阪 道 上 紀 代
兵　庫 佐 谷 陽 三
兵　庫 杉 本 久 和
兵　庫 羽 田 泰 久
兵　庫 西 村 善 則
兵　庫 吉 島　 玲
兵　庫 吉 田 良 平
兵　庫 藤 岡 正 都

兵　庫 藤 田 和 則
兵　庫 紀 田 尚 稔
兵　庫 岡 本 豊 博
兵　庫 高 橋 照 夫
兵　庫 土 田 寿 一
兵　庫 大 槻 善 明
兵　庫 芦 田 錦 二
兵　庫 辻　 浩 志
兵　庫 緒 方 秀 樹
兵　庫 竹池さゆり
兵　庫 西 谷 賢 一
兵　庫 梶 本 和 志
兵　庫 福 本 秀 之
兵　庫 本 庄　 修
兵　庫 野 口 喜 弘
兵　庫 藤 江 亮 彦
兵　庫 安達日出雄
兵　庫 垣 尾 隆 一
兵　庫 杉 本 昌 義
兵　庫 大 中 一 正
兵　庫 永 峰 雅 史
兵　庫 片 岡　 実
兵　庫 枡 岡　 望
兵　庫 石 原 武 典
兵　庫 前 田 将 吾
兵　庫 立 道 史 朗
兵　庫 秋 田 博 之
兵　庫 杉 本 明 彦
兵　庫 奥 井 正 晴
兵　庫 株 本 義 文
兵　庫 中 島　 武
兵　庫 植 野 浩 二
兵　庫 山 田 重 裕
兵　庫 西 村 周 子
奈　良 植 田 洋 一
奈　良 中 前 徳 明
奈　良 折 笠 世 紀
奈　良 瀧 本 健 逸
奈　良 原 靖
奈　良 南 尾 親 弘
奈　良 川 島 健 児
奈　良 髙 澤 正 子
奈　良 松 本 好 史
奈　良 樋 口 潤 子
奈　良 樋 口 幸 男
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奈　良 岡 下 育 枝
奈　良 岡 下 妙 美
奈　良 的 場 真 一
奈　良 中 岡 勝 利
奈　良 山室やす代
奈　良 樋 口 利 憲
奈　良 岸 本 彦 照
奈　良 下 西 二 郎
奈　良 中 村 高 明
奈　良 和田多鶴子
奈　良 福 田 秀 俊
和歌山 杉 本 和 紀
和歌山 高 田 明 子
島　根 青 木 陽 一
広　島 新 田 政 規
広　島 吉 見　 寛
広　島 吉 川 浩 二
高　知 吉 門　 誠
高　知 小 松 正 幸
高　知 小野川　敏
高　知 和 田 哲 浩
佐　賀 盛 田 る み
長　崎 山 﨑 克 彦
長　崎 三 岳 孝 裕
長　崎 髙 井 和 信
長　崎 横 山　 章
長　崎 梅 野 明 正
熊　本 菅　 廣 助
熊　本 鳥羽瀬正志
大　分 和 田 正 明
大　分 奥 村　 剛
宮　崎 前　 和 宏
宮　崎 那 須 留 治
宮　崎 長 友 幹 雄
宮　崎 立 山　 豊
宮　崎 加 塩 洋 一
宮　崎 山 下 史 洋
宮　崎 上 原 正 也
宮　崎 中 石 健 二
宮　崎 長野将一郎
宮　崎 奥 村　 泉
宮　崎 篠 村 文 彦
宮　崎 兒 玉 三 郎
宮　崎 永 峯 勝 久
宮　崎 永 徳 英 和

宮　崎 鶴 永 重 則
鹿児島 池 松 武 史
鹿児島 萬造寺芳博
鹿児島 佐 渡 保 信
鹿児島 牧 野 耕 宇

５．森林環境部門（25名）

都道府県名 氏 名
北海道 那 須 祐 司
北海道 木 村 孝 義
青　森 成 田 達 美
岩　手 佐賀耕太郎
山　形 高 橋 俊 広
山　形 庄 司　 透
千　葉 山 口 勝 広
新　潟 戸田ひろみ
長　野 稲辺謙次郎
静　岡 高 橋 勝 彦
静　岡 山 下 秀 康
静　岡 石 橋　 彰
静　岡 齋 藤 弥 生
静　岡 佐 野 充 英
三　重 小 宮 宏 之
京　都 井 上 雅 晶
兵　庫 茨 木 正 人
奈　良 山 室　 潔
広　島 才 野 貴 恵
山　口 小 枝　 登
長　崎 上 原 正 康
熊　本 江 口 俊 一
宮　崎 田之上裕明
宮　崎 佐 藤 幸 男
鹿児島 原 田 義 彦

６．森林総合監理部門（12名）

都道府県名 氏 名
北海道 劉　 大 力
北海道 高 谷 俊 和
青　森 菅 原 利 耕
岩　手 吉 田　 宏
群　馬 田川隆太郎
埼　玉 吉 田 正 樹
東　京 関 厚
岐　阜 安 江 銕 臣
静　岡 河 邊 昭 男

広　島 豊 原 稔 和
長　崎 山 口 健 司
宮　崎 佐 多 直 久

Ⅱ資格審査の部

森林土木部門（230名）

都道府県名 氏 名
北海道 鳴 海 秋 幸
北海道 吉 野 正 勝
北海道 土 谷　 卓
北海道 富 樫 英 利
北海道 木 村 浩 光
北海道 斎 藤　 誠
北海道 鳥 潟　 肇
北海道 幸 崎 健 治
北海道 城 地 政 宏
北海道 午 来 浩 幸
北海道 倉 持 克 範
北海道 遠 藤 邦 彦
北海道 福 手 幸 二
北海道 光 主 将 太
北海道 石 井 博 人
北海道 根 井　 晃
北海道 小 澤 光 二
北海道 松 村 英 記
北海道 野 際 正 人
北海道 小 澤 伸 司
北海道 大 類　 圓
北海道 細 田 昌 吾
北海道 坂 本 義 政
青　森 赤 石　 均
青　森 菊 地　 準
青　森 高 橋 信 博
青　森 寺 田 常 一
青　森 佐 藤 敏 幸
青　森 工 藤 義 治
青　森 山 口 幸 博
青　森 津 島 和 人
青　森 中 谷 弘 通
青　森 高 松 勇 幸
青　森 今　 俊 順
青　森 七 戸 庫 吾
青　森 小山内健榮
青　森 亀 川　 衛
岩　手 佐久間　章

岩　手 及 川 雅 文
岩　手 小 山 啓 一
岩　手 福 士 克 範
岩　手 大 下 浩 司
岩　手 小 向 明 彦
岩　手 松 田 拓 美
岩　手 菊 池 謙 一
岩　手 及 川 敏 幸
岩　手 佐 藤 吉 範
岩　手 武 田 茂 樹
岩　手 中 村 丈 夫
岩　手 菊 池 福 道
岩　手 坂 本 光 弥
岩　手 青名畑勝明
岩　手 水 上 清 美
宮　城 坂 元　 譲
宮　城 大 場 孝 司
宮　城 山 崎 文 雄
宮　城 河 原　 淳
宮　城 佐々木伸幸
秋　田 佐々木紀之
秋　田 小 林 春 美
山　形 鈴 木 友 晴
山　形 遠 藤 要 一
山　形 嘉 藤 広 明
山　形 須 藤 勇 一
山　形 兼 子 隆 博
山　形 星 川 直 也
山　形 辺 見 淳 一
山　形 志 田 賢 一
山　形 綱 淵 浩 生
山　形 成 田　 開
山　形 土 屋　 洋
福　島 早 山 明 俊
福　島 芳 賀 忠 男
福　島 佐久間喜好
福　島 丸 子 光 一
福　島 小 沼 健 一
福　島 佐 藤 一 弘
福　島 八 巻 雄 一
福　島 尾 形 広 美
福　島 岡 崎 吉 一
福　島 阿 部 和 弥
福　島 高 橋 宏 治
茨　城 中 野　 章

栃　木 小 林 康 彦
栃　木 荒 井　 渉
栃　木 田 代 勝 巳
栃　木 熊 田 克 清
栃　木 阿 部 泰 之
栃　木 皆 川 俊 政
栃　木 齊 藤 孝 宏
群　馬 北 爪 和 雄
群　馬 大 川 弘 志
群　馬 宮 崎 清 史
群　馬 吉 野　 昇
群　馬 吉 田　 正
埼　玉 山 下 英 治
埼　玉 関 口　 誠
神奈川 府 川　 清
神奈川 伊 藤　 隆
新　潟 戸 田 東 一
新　潟 小野塚　修
新　潟 高 橋 春 雄
新　潟 高 橋 一 行
新　潟 船久保　忠
新　潟 浅 井 正 信
新　潟 桜 沢　 博
新　潟 志 賀 浩 巳
新　潟 石 田 政 春
新　潟 富 永 芳 正
新　潟 大 平 善 司
富　山 畔 田 芳 則
山　梨 有 泉 和 久
山　梨 有 泉 秋 雄
山　梨 谷 内 政 雄
山　梨 知 見　 篤
山　梨 朝比奈充弘
山　梨 中 沢 卓 美
長　野 中 原 増 実
長　野 大 島 賢 悟
長　野 米 山 安 人
長　野 林　 道 夫
長　野 小 林 正 文
長　野 櫟 木 伸 一
長　野 荒 井 克 己
長　野 斎 藤 浩 実
長　野 那須野　彰
長　野 桃 沢　 傳
長　野 小 平 芳 司
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岐　阜 南　賢太朗
岐　阜 中 林 光 起
岐　阜 南　 潔 孝
岐　阜 木 一 勝 之
岐　阜 三 尾 正 樹
岐　阜 勝 野 樹 生
岐　阜 小 峠 真 治
岐　阜 下 條　 仁
岐　阜 石徹白秀也
岐　阜 萱 畑 正 治
岐　阜 本 田 慶 次
岐　阜 牛 丸　 聡
岐　阜 松 葉 修 一
岐　阜 中田直太郎
岐　阜 島 光 芳 典
岐　阜 林　 俊 宏
岐　阜 奈良村徳明
岐　阜 山 田 福 美
岐　阜 加 藤 正 規
静　岡 堺　 喜 治
静　岡 市 川 保 夫

静　岡 松 下 裕 司
静　岡 竹 下 敏 雄
静　岡 平 田　 覚
静　岡 石 神 昌 代
静　岡 太 田 宜 雅
静　岡 鈴 木 良 樹
静　岡 青 島 英 昭
愛　知 百 武 秀 道
愛　知 中 桐 早 苗
三　重 土 居 弘 直
三　重 前 田　 豊
兵　庫 三 辻 嘉 明
兵　庫 森 口 裕 子
兵　庫 寺 下　 正
兵　庫 田 中 基 文
兵　庫 田 邊 正 樹
兵　庫 小 堀　 彰
兵　庫 北 條　 公
兵　庫 松 本 貞 人
兵　庫 松 下 宣 夫
兵　庫 藪 中　 保

兵　庫 松 本 二 郎
奈　良 高 崎 浩 司
奈　良 南 尾 親 弘
奈　良 川 島 健 児
奈　良 川 口　 進
奈　良 田ノ下智康
島　根 濱 田 浩 徳
広　島 井 上 敏 之
徳　島 續 俊
徳　島 上 西 正 男
徳　島 岩 本 慎 二
徳　島 上 西 朝 子
徳　島 岡 崎 利 彦
徳　島 藤 川　 勇
徳　島 清 水　 久
徳　島 工藤久美子
徳　島 吉 方 順 司
徳　島 六 車 壽 男
徳　島 冨 田 倍 生
愛　媛 窪 田 嘉 幸
高　知 小 松 正 人

高　知 松 下 充 宏
高　知 三 浦 新 平
高　知 山 崎 庸 誠
高　知 山 崎 秀 治
高　知 田 鍋　 仁
高　知 石 村 啓 純
高　知 山 崎 一 志
高　知 大 塚 敦 士
高　知 古 田 啓 一
高　知 河 野 忠 晃
高　知 森 本 昌 宏
高　知 萩 野 憲 生
高　知 森 沢 明 彦
高　知 松 本 武 司
長　崎 田中紀久男
長　崎 糸 瀬 正 人
長　崎 糸 瀬 清 昭
長　崎 糸瀬三代喜
長　崎 山 崎 弘 文
長　崎 廣 田 達 実

長　崎 豊 田 直 敏
長　崎 江 頭 徳 嘉
熊　本 橋 本　 護
熊　本 田　 一 幸
宮　崎 町 田　 健
宮　崎 児 玉 宏 雄
宮　崎 別府祐一郎
宮　崎 前 田　 栄
宮　崎 濱 崎 光 徳
宮　崎 竹 村 良 幸
宮　崎 永 野 正 文
宮　崎 高 橋 和 孝
宮　崎 堀 江 安 幸
宮　崎 栄　浩一郎
宮　崎 津 曲 律 子
宮　崎 河 野 典 明
鹿児島 大園敬志郎
鹿児島 岩 下 智 洋
鹿児島 加治屋健一
鹿児島 新　 俊 治

●住民ボランティア結成される

　1977 年に作られた都会の大規模高層マンショ

ンにある森林緑地は，住民の憩いの楽園であった

が，10 年も経つと樹林は密林化し，住宅周辺で

は日照障害などの問題が出てきた。これを自分た

ちの手で解決する実行部隊として結成された住民

ボランティアのさまざまな試みと失敗，そしてさ

さやかな成功。都会の大規模集合住宅にある雑木

林の管理を巡る苦闘と喜びを取りまとめたもの

が，本書である。

● 合意形成に始まり，合意形成に汗を流し，合意

形成で進む

　都会のマンションの森林緑地の管理は，さまざ

まな考えを持つ住民の合意形成を得ながら行うこ

とが基本であり，ボランティアの最も苦労すると

ころという。

　地道な活動に加え，理事会の植栽委員の増員，

シンポジウムの開催，マスコミ取材などで，住民

の植栽維持管理についての合意形成は得られやす

くなってきたが，いざ自らの身近な問題になって

くると難航するのが現実。

　このため「緑の管理目標」に基づき，具体的な

管理モデル仕様が住民の賛同を得て，実行され，

この難問題を解決している。無煙化炭焼き装置の

ように，特許申請するほど本格的な取組みも…。

また，焼いも会などでボランティアの参加意欲を

引き出し，マスコミ取材などは，特定の人での対

応は避けるという…。

　ハードとソフトの両面の取組みは，同じような

悩みを抱える住民ボランティアにとって汲
く

み取る

ところが多いのではないか。

●森林の静寂

　豊かな静寂のこの森林で，長年，ボランティア

の一人としてご活躍され，この本の著者の一人で

もある宮下國弘氏は，この本の発行を見届けるよ

うに，この 3月 17 日に亡くなられた。編集に当

たり，お会いした本年 1月に「この森林と森づく

りで汗を流した仲間の思いを伝えたい」と熱く語

られたのが，印象的であった。ご冥福をお祈りい

たします。 （普及部編集担当）

『まちの森
も

林
り

づくり 10 余年』―宮下國弘氏を偲んで
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●皆様には平素よりご厚情を賜り厚く御礼申し上げます。新年度にあたり，本誌に原稿を
お書きいただく際にご注意願いたいことを述べさせていただきます。また，本誌編集作
業の流れを紹介させていただきますので，参考としていただけましたら幸いです。

●本文原稿は，テキストデータを希望します。ルビが必要な場合は，（　）書きとしてく
ださい。例：丸瀬布（まるせっぷ）では～

●図表原稿は，本文原稿とは別ファイルにまとめてください。エクセルなどで作成された
グラフ類は，入力数値などを付けたまま入稿していただくことを希望します。本誌はモ
ノクロ印刷ですので，カラー仕上げされたグラフをそのまま使用した場合，グラフの識
別が困難となりがちです。例えば「色指定」をモノクロの「網指定」などに素早く変換
することができます。

●写真原稿は，1点 1ファイルとしてください。あまり軽いファイルですと，印刷効果が
非常に悪くなる場合があります。誌上での仕上りサイズによっても異なりますが，誌上
での仕上りが左右 70 ミリ程度（2段組みの場合の片段）でしたら，最低でも 100 キロ
バイト以上，できましたら 500 キロバイト程度はほしいところです。

●主タイトルと副タイトルは，それとわかりやすいようにお書きください。
●本文には，適宜小見出しを付けてください。
●入稿は，電子メール添付の形を希望します。ただし，当協会のメール環境は，1通あた
り 10 メガまでとなっておりますので，超える場合は分割などをお願いいたします。

●ご執筆に際しての原稿分量のご確認，レイアウトの意図をお示しいただくために，例え
ば「ワード」ファイルなどをお付けいただくことは大歓迎です。ただし，編集の都合か
ら写真類は，単独ファイルを必ず別に添付してください。また，お示しいただきました
レイアウトは大いに参考とさせていただきますが，誌面の規格や編集の都合から，必ず
しもご希望に沿えない場合がございます。予めご容赦ください。
●原稿は原則として返却申し上げません。特にご希望の場合は，その旨を明記願います。

＊

●筆者に一所懸命お書きいただいた原稿は，編集者にとって宝も同然です。そこで，本文
をひととおり読み，誤字脱字はもちろん，常用音訓等の過不足ない表記に整理します。
本文中の図表番号と実際の図表が合っているかどうかも確認し，レイアウト指示を付け
て制作に回します。

●制作から組み上がって戻ってきたものが「初校」になります。細部を確認し，著者校正
にお出しします。筆者から戻った指示を再び制作に回し，戻ったものに修正の要がなけ
れば無事「校了」となります。実際にはこまごまとしたチェック，調整の連続で，1号
を「校了」にできたときには，皆さんへの感謝の気持ちでいっぱいになります。

本誌原稿執筆に際してのお願い
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投稿募集

　会員の皆様からのご投稿を随時

募集しています。

　400 字× 4枚（1,600 字）程度，

　400 字× 8枚（3,200 字）程度，

　400字× 12枚（4,800字）程度に

おまとめいただき，プリントアウ

トした用紙とデータを入れた CD

を本会までお送りください。

〒102-0085　千代田区六番町 7

日本森林技術協会『森林技術』

編集担当：吉田 功・志賀恵美

（Tel 03-3261-5414）

雑　　記
　東京・四谷の桜が 4月に入ると同

時に散り急ぐさまは，近年見慣れた

風景となった。しかし，今朝方モミ

ジの花が深紅に色付いているのには

さすがに驚いた。温暖化の影響かは

定かでないが，春が早く短くなって

いるという感覚は強まるばかりだ。

京都議定書の約束期間がスタートし

たこの春，CO2 削減にむけて皆さ

んは何をはじめますか？（自由びと）

協会のうごき

●人事異動：

　辞任…理事長＝根橋達三，理事＝本山芳裕（平成 20 年 3 月 31 日付け）

　退職… 地球環境部上席技師＝畠村良二，企画部主任技師＝宮部秀一，情

報技術部長＝望月 絜，航測部上席技師＝渡邉準蔵，航測検査部

主任調査員＝野村 章，北海道事務所主任研究員＝大島紹郎（平

成 20 年 3 月 31 日付け）

訂　　正 　　お詫び申し上げます

● 3月号 p12 の式（2）⇒　V ＝Σ（10 （^－ a・Xn ＋ b）×Vn）

（10 の階乗に訂正）

● 3月号 p35 右段 5行目：再び技術士として⇒再び林業技士として

（社）日本森林技術協会第 63 回通常総会ならびに関係行事のお知らせ

　総会ならびに関係行事を次のとおり開催いたしますので，ご出席くださいますようご案内申し上げます。

　なお，総会は，定款第 7条に基づく社員により構成されるということになっています。したがいまして，支部代

表会員（社員）及び本部直結社員以外の会員におかれましては総会のオブザーバー（傍聴）としてのご出席になります。

注）時間帯は今後変更する場合があります。

月　日 行　　事 時　間 場　　所

5 月 27日（火） 理事会
第 63回通常総会
　第 54回森林技術賞受賞者の表彰
　第  19 回学生森林技術研究論文コンテスト

受賞者の表彰
　第  12 回日本森林技術協会学術研究奨励金

対象者の発表
　議事
支部幹事会
支部幹事等との懇談会

12:00～13:30
14:00～15:20

16:00～17:00
17:00～19:00

日林協会館内 会議室
（東京都千代田区六番町7）

〔普通会費 3,500 円・学生会費 2,500 円・法人会費 6,000 円〕
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図書のご案内（日本森林技術協会発行）

まちの森林（もり）づくり 10 余年
－住民ボランティア奮戦記－ 　　金本一夫・宮下國弘 著

　●定価：本体 1,200 円＋税　A5 判　130 ページ　送料：実費　（H19 年度会員配布図書）

　● まちの森林（もり）づくりに立ち上がった住民ボランティア活動のさまざまな試みと失敗。都会の

大規模集合住宅地内にある雑木林の管理を巡る苦闘を取りまとめたもの。マンション管理組合必読，

必携の書 !!

タ　ウ　ヌ　ス
－輝ける森の日々－ 　　杉野千鶴 著

　●定価：本体 1,200 円＋税　A5 判　140 ページ　送料：実費　（H18 年度会員配布図書）

　● ドイツ中西部に位置するなだらかな山地，タウヌス。一人の市民としてこの森に親しんだ著者の美

しい文章でつづられた散文風随筆だが，「自然」が実は造られたものであること，経済との調和が

たゆまない努力の上にあることに気づいていく……。

●お問い合わせ・お求めは……（社）日本森林技術協会　販売担当まで。
　〒 102-0085　東京都千代田区六番町 7　TEL 03-3261-6952　FAX 03-3261-5393
●お申込は，お名前，〒，お届け先，電話番号，冊数を明記のうえ，ファクシミリにて願います。
●お支払いは，送付図書同封の振替用紙によってください。



平成 20年度「民間実用化研究促進事業」のお知らせ
　独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構生物系特定産業技術研究支援センター（生研センター）
では，平成 18年度より，農林水産研究基本計画に即して農林水産業，食品産業，醸造業等の向上に資
する画期的な生物系特定産業技術の開発を促進することを目的として，民間における実用化段階の研
究開発に資金を提供する事業を開始しており，平成 20年度においても，引き続き本事業を実施するこ
ととしています。この事業は，提案公募による委託方式（日本版バイ・ドール条項を適用した委託方式）
で行うもので概要は以下のとおりです。

○研究開発期間：原則として 3年間。
○研究開発費の規模：1課題あたり 1億円程度／年が上限（下限は定めていないので小規模でも可）
○提案資格：生物系特定産業技術の実用化段階の研究開発を行っている国内の民間の登記法人
○公募期間：平成 20年 4月 14日（月）～ 5月 16日（金）

公募要領等の詳細につきましては，下記のホームページをご覧下さい。
http://brain.naro.affrc.go.jp/tokyo/marumin/kouboannnai/annnai.htm

　　　＜担当＞
　　　（独）農業・食品産業技術総合研究機構　生物系特定産業技術研究支援センター（生研センター）

新技術開発部　民間研究促進第 1課　　能登，向江
Tel 03-3459-6565　Fax 03-3459-6566

E-mail：minkanken08 ＠ml.affrc.go.jp　URL：http://brain.naro.affrc.go.jp/tokyo/

＜写真＞山梨県：イチイ
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